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クラゲはPLANKTONであるか

海老人空耳

本稿は企画されている r理論生態学ノート」誌に投稿しようかと思って書き始めたも

のであるが、余りにも理綸的とは思われなくなったので本誌に投稿したものである．

快く掲載を認められた会長に深・・甚なる謝意を表するものである．

Is it "a tale told by an idiot, 

full of sound and fury. 

signifying nothing"? 

(Mac beth, V (V)) 

前白

〇 池田湖畔のとある食堂の行板に書いてありました．

「カレー、コーヒーうどん、こいのえさ、あります．」

誰が食べるのかな。

〇 京阪電車のある駅に広告がありました．

「口口県ではじめてそば・うどんのイオン化に成功しました.J 

どんなになるのかな．

〇 姫難の西方、国道2号線沿いのあるドライプインに楳語が貼られていました。

「疲れたら、ハンドル離して、一休み．」

怖いですね．

〇 京都の中心街のさる高名な洋式料理屋のメニューに載っていました。

「特上ピーフステーキ （但馬肉） ¥ロロロロj

？ 

起

口田口子様

拝復 遅くなりましたが、校正並びに御依頼の原稿をお送りします．このあたりのni語は日本語
と英語等との対応が混乱したまま定着して来ておりまして、日本語と英語等とを併せて解説する
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となると苦慮いたします。 H本語として記述している限りでは取り立てて問題になるところもな

いようなのですが、英語等と対応させたり混ぜ合わせて用いるとなると、不可避的に甑顧を生み

ます。英語等の川語の意味も厳密・忠実に守って書き話すとなると、 H本語としては何ともぎこ

ちない感じになって、そんなに堅苦しく言う必要もないのではないかということになるのも一般

には一理あるところです脅ただ、同じように使われている異国の｝fl語が実は互いに全く同じ意昧

ではないのだということが看過されることになって、それはどういうことになるのかと、その点

だけが気になる訳です。

たとえば、 「ベントス」とか「プランクトン」とかいう語です．これらは、日本語としては、

それぞれ「底生生物」・「浮遊生物」と同じもののように通用しています。同じもののようにと

いうことは、これらを互いに置き換えても文意を損わないということです。では、 rベントス」

や「プランクトン」の原語である独語や英語の「BENTHOS」や「PLANKTON」も同

列に同じものであるかというと、実はそうはいかない場合が生じます．

「貝類や海鼠類は典型的なベントスです．

「クラゲは最大の浮遊生物です。」

「最大のプランクトンはクラゲです．」

というような目い方は、よくお目に卦かるところです．しかし、これらの文の「ベントス」． r

浮遊生物」・「プランクトン」という語を「BENTHOS」.rpr.ANKTON」に置換し

たり、これらの文をその文形の侭で（少々乱暴ですが）英語等に変えると、意味をなさなくなり

ます．例えば、

" Ihe jellyfish is the lar・gest plankton." 

とは、英語では先づ言わないでしょう．これに比して、

「海綿は最も下等な動物です．」

"The sponヽeis the lowest ani量al."

というのは、おかしくありません． 「PLANKTON」は「ANIMAL」と同じようには用

い得ない意味を持っているということでしょう． rBENTHOS」.fPLANKTON」と

いう語は、ある場所の底生生物や洋道生物の全体、即ち集団• 9t集そのもの、を指すのが本義と

されています．従って、”thelargest plankton”とは＇＇最大の浮遊生物群集”とでも言うべき意

昧になって、それ自体どんなものを考えたらいいのか判然と、しませんし、日本語で言う’'最大の

プランクトン”とは全く異なる、意味のものである訳です．日本語では個々の生物を指すようにも

JIlいられている匝が、対応させられる英語等の語ではそのような意味では使えないものであると

いうことです．

開はば、平家とか巨人軍とかいった集団名と同列のものと言ってよいでしょうか．
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「私は 1年北紐です．」

というような言い方は、日本語では極く普通で正常であるとしても、その意昧するところを戴密

に問い直してみると、不正確なところが感じられることでしょう．詰まり、ここは

r私は 1年北紐の者です．」

「私は 1年北組に所属しています。」

と表現すべき意昧合いのものだということでしょう．そして、英語では

•• The j ~ll yfi sh is a畠e国berof the plankton." 

" The jellyfish belongs to the plankton." 

というようにしか言われない筈のものなのです．しかし、だからといって、日本語で一々

「クラゲはプランクトンの一員です．」

rクラゲはプランクト‘ノに所属しています．」

などと申せば、今や批俗では却って奇異に感じられることでしょう．

日本語の「プランクトン」． rベントス」は外国語の「 PLANKT O-N 」•「 BENTHO

s」に由来するものではありますが、合意に於ては既に異質になって定着していると認めざるを

得ない状況にある訳で、それを兎や角目くじら立てて言うことはどうなのか、という生きたコト

バ論が顧慮される謂もあります．然りとて、 「プランクトン」・「ベントス」と rPLANKT

ON」.fBENTHOS」とを併せて説明するとなると、依然として苦慮せざるを得ない面が

残りますし、そのような「プランクトン」． rベントス」は日本謡であって英語や独話ではない
のだというお話であります．

御賢察下さい． 敬具

承

隣の研究室の口村さんにこの手紙の写しを見せて意見を問うたところ、直ちに批判が返って来

た．

日く、

「は」はりりと異なり、主語を表わすものではなく、主題を示すものである．

「花は彼が折ったに違いない．」 ＝ 「彼が花を折ったに違いない• J 
即ち、 rli」は文章の中の殆どどのような部分であっても取り出して文頭に置き、その部分を文

全体の主題として際立たせる働きをする．

そして曰く、

「私は 1年北糾です」という文章を舌足らずで誤りを犯していると考えるのであろうか．この

場合、 「私の所属は 1年北組です」という文の rの所属」が省略されたと考えられるのではなく
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て、 「私の所属」というような主語が全て省略され、新たに提起として「私は」が文頭に置かれ

たと考えられるものであろう．

「僕はカレーだけど、君は．」

「私はスパゲティーよ．」

というような言い方は、主語が履々略される日本語に於ては誤りではなく、 「私はJの「は」が

提起の係助詞だから文法上も間違いではない．但し、話の前後の簾絡が判っていてこそ理解され

得るという意味で、舌足らずの表現と見れる点はある．

転

亦、日く、云々．

特急列車などの少し許り上等な列車になると、車内放送で案内がある。

「次に、この列車の停ります駅は、和歌山・御坊•紀伊田辺・白洪・串本•紀伊騎浦、そして

柊着新宮に停ります。」

「車内販売は、終点天王寺まで販売させて頂きます．」

大野晋氏の「日本語の文法を考えるJ ＼岩波新書、黄53、1978年ftJ)には、次のように書

かれている．

江戸は神田の生まれだってねえ

というのも、これと同じ例で、 r江戸は（ドコカトイウト）神田の生まれだってねえ」と解

される． 「江戸は」を主格ととり、 r生まれだ」を述語ととるからおかしいということにな

るのである． r江戸は」は決して主格を示しているわけではない．

次の停車駅は石神井公園にとまります

というのも、 「次の停車駅は（ドコカ I・イウト）石神井公園です」といえば、主語・述語は

照応する，しかし、ハは主格に限って使われるわけではないから、 r次の停車駅は」という

題目に対しては主語・述語の関係以外の答えも可詭なのであって、説明として「石神井公園

にとまります」という表現がなされたのである．” （3 1員）

車内放送はおかしくないのである。

「は」に就いては、既に多くの卓抜した国語学者が級密な検討を加え、広く論議がなされて来

ているようで、素人が兎や角請釈するのは、 〈エコロジー〉を理肝していない人の〈エコロジ一

〉運動のようなものだとも酋われよう．専門家の意見の一つを聴こう．少し長くなるが（著者が

引用の短縮・中略による伝意の歪みに大層憤撤している節があるので），本多勝ー氏の「日本語

の作文技術」 （朝日新皿社、文庫版本多勝·--•シリーズ、 1 9 8 2年刊）から惜りよう疇

“ さて、日本語の助詞「ハ」は、どのような働きをしているのだろうか。三上氏の多数の著
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作のうち『続・現代語法序説』に出ている説明に私なりの補足をしながらりそ説してみよう．

あらゆる種類の性格の異なる言語の中で、ここでは主としてイギリス語と比べながら検討

するが、イギリス語などはあくまで無数の自研の中のヒトツにすぎない．これがとくに論理

的でもなければ、とくにすぐれているわけでもない．現代までの言語帝国主義的国際状勢の

おかげでイギリス語が得ている不当に大きい力関係を考えれば、むしろイギリス語は他の目

語より非論理的で劣っていると言わなければ平衡がとれないくらいだが、この際感情に走る

のはやめておこう．にもかかわらず、なぜイギリス語を日本語の比較対象に選ぶか．第一に

その最大の理由は、日本語文法が西欧語文法に暴行されて出発したという近代の背景がある

からである。さきに述べたように、全く異なる統語法、異質の目語体系のために作られた文

法を直輸入して当てはめた．日本の場合イギリス語は西欧語の代表格だから、たとえばマレ

ー語やベトナム語と比べて、この問題を検討する上で被告席に立たせるのに適している， ••• 第

二の理由は、日本語と惰文上たいへん違った言語のひとつにイギリス語がある点だ．これは

たとえば朝糾語やアイヌ語と比べるよりも利点が多いだろう．第三に、言語帝国主義におけ

る植民地国日本では、フィリビンなどほど徹底した植民地化はまだ進んでいないにせよ、イ

ギリス語（あるいはアメリカ研）が最も腎及した外国語とされているために、多くの人に理

許されやすい。

まず、次の例文を見ていただきたい．

The 11an gave the boy the畠oney.

これを日本語に訳すとき、これまでの翻訳の指線では「オトナガ子供二銭ヲ与エタ」であっ

た．そして、これが問題なのだが、 「オトナガ」を「主語」と規定したのである•しかし｀

これを「子供ニオトナガ銭ヲ与エタ」としても、 H本語ではちっともかまわない。あるいは

「オトナガ銭ヲ子供二与エタ」でもよろしい．要するに一一—

オトナガ ＼ 

子供二 → 与エタ．

銭ヲ ／ 

という関係がU本語なのだ．つまり「オトナ」「子供」「銭」の三者は、 「与エタ」という

述語に対して平等の関係にある．言いかえれば、この文章はf与エタ」という述語をめぐる

三者の関係を示しているのであって、 rォl、ナ」だけとびぬけて重要な r主語」ではありえ

ない。しかしイギリス語では一一—

the-boy 
／ 

＼ 
the畠oney

The ■an gave 
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という関係だから三者は決しで乎等ではなく 、th・e.ma:nが正に主謡であり、それは述語のテ

ンス（時制）をも支配して、たとえば三人称単数現在ならSがつく、といった強力な「主述

関係」を作る．こういう文法は、なるほど「オトナガ」を強調したいときは便利であろうが

単に「与エタ」をめぐる三者の関係を示すときは、逆に不便であろう。いやでも何でも、ど

うしても「主語」を出して強調せざるをえない。何かを強調してはならぬ関係のときでも、

常に何かひとつを強引にひきたてざるをえない文法というのも、ある意味では非論理的で不

自由な話だ。気集や時Illlの文京でitなどという形式上の主語を置くのも、全く主語の不必

要な文章に対して強引に主語をひねり出さねぱならぬ不合理な文法の回葉がもたらした苦肉

の策にほかならない・ 「形式上のit」はイギリス絣があげている悲鳴なのだ．フランス語

のitやドイツ語の8Sも同様である．あえて皮肉をいえば、人類の選択しうるさまざまな言語

方式の中から、ああいうシンタックスを選んでしまった民族の糾尻あわせでもあろう。

そこで三上氏は、日本語に「主語」は存在せず、あるのは「主格」にすぎないと主張する．

その主格（オトナガ）は、他の格（対格＝銭ヲ、方向格＝子供二）と平等な補足語のひとつ

にすぎず、文の成文の各前であり、楕文論的な概念なのだ．” （144-147頁）

“ たとえば翻訳の直訳調がわかりにくい理山を考えてみよう． 「甲ガ乙二丙ヲ紹介シタ」と

いう文章は、原語がイギリス語である場合、 r甲ガ紹介シタ、乙二丙ヲ」という‘語順になっ

ている。これだけが、イギリス語の唯一の語順だ．そこで未熟な翻訳者は、単に述語をあと

に移すだけの操作をして r甲ガ乙二丙ヲ紹介シタ」と訳す。もちろん文法的にはこれが間違

っているのではない．だが、あの第三章「修飾の順序」を思いだしてみよう．

Aが
＼ 

私の親友のCに → 紹介した．

私がふるえるほど大鎌いなBを／

これをイギリス語のシンタックスのとおりに並べてゆくと次のようになる。

Aが私の親友のCに私がふるえるほど大嫌いなBを紹介した。

これがすなわち「翻訳調」なのだ．イギリス語のシンタックスをi1本語にそっくり移して

いる．ぃったいどうして、格．の順序が別の原則からなっている日本語に、イギリス語の r主

語」感覚の研順をそのまま移さねばならぬのか．翻訳とは、二つの首語の間の深層惰造の相

互関係でなければならない．＂ （］ 4 9・-1 5 0貝）

“ 日本絹でりヽ」にすべきかりI」にすべきかといった問題は．、このように言葉の死命を制

する．だから第一級の文章家たちは、ハとガの使い方が必ずうまく、論理的で、その結果リ

ズムに乗っている．

以上で係助詞「ハ」の題目としての役割と、それに関漣する格助詞りJ」についての rゎ
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かりやすさ」のための検討を終わる．しかしりヽ」と rガ」に関する文法的考察となると、

たとえばここにあげた三上氏の考え方を全面的に支持する人から、反対に全力を傾注して黙

殺を試みる人まで実にさまざまである．素人の私がこの問題に深入りしたくはないが、その

ようにまだ評値のわかれている三上設をここで重点的にとりあげたのは、これまで述べてき

たような意味での「わかりやすくて論理的な日本語」を考える上で、この文法論はたいへん

参考になり、実践的だったからである．私たちジャーナリストのような、文章のいわば「現

場」にいる者にとって、自分の毎日書きとばしている日本語の文章がどのような性格のもの

であるがを知るには、ある仮鋭が出た場合にそれを徹底的に使ってみることが第一だ．三上

氏の「主語脱止論」は、私の考えてきた rゎかりやすさと論理性」を実践する上でたいへん

役立った．三上文法に対して黙殺する側の文法書もいくつか見たが、これは現場の実践には

大して役立たないようい思われた．なぜだろうか．’＇ (157-158頁）

日本語が論理的であるかという点については、異論もある．金田一春彦氏は r日本語」 （岩波

新書、 C93. 1957年刊）で言っている．

“ 日本語に関する評価は、これまでいろいろなされてきた．中で、詩人萩原朔太郎の次の意

見あたりは、多くの意見の公約数のようなものだった。

日本語を外国語（特に西欧語）と比較する時、日本語の著しい欠陥は第一に論理性がな

くて意昧の正確を欠くということ、第二に韻律性が稀漕であって、聴党上の印象が平板

単調であるということである．

もっとも、これを引っくりかえすと、イギリスのマック・ガヴァーンの酋ったように、 r 

日本語は流暢（flovinヽ ）で音楽的 (melodious)」 (Kc. Go¥rern : Colloquial Japanese 

）であり、日本文芸学の権威岡崎毅應教授の言うように、 r複雑な昧や関係をその簡索な構

造の中に含ませる機詭をもっている」ことになる．” （3頁）

“ 佐久間鼎博士は、 (1)や (3)のようなセンテンスの中を分けて、 〈品定め文〉と〈物

語り文〉との二つにした。題目をあげて、その題目のもとに叙述をするのが〈品定め文〉で

大体、ヴァンドリエスの r名詞文」にあたる。題目なしに叙述だけするのが〈物語り文〉で

これは彼のいわゆる「動詞文」だ． ．．．．． （中略）
ヴァンドリエスに言わせると、センテンスのこの二種頚の別は、どの国にもあるという．

単語に名詞と動詞に区別のない言語はあっても、名問文と動問文の区別のない言語はないだ

ろうとまで首っている．が、ヨーロッパ語などでは、この区別があまりはっきり形の上にあ

らわれないようだ．そこへ行くと、日木語では実にこの区別がはっきりしている． rはJと

いう助詞があるからだ．佐久間博士は、この品定め文と物語り文の区別がはっきりしている

ことをもって、日本語の長所と数えている．博士によると、ヨーロッバでは、この区別がは
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つきりしていないために、西洋で発達した形式綸理学では妙なことをやっているという．た

とえば、

馬が走る．

というセンテンスがあると、これは一つの判断をあらわしたものだとして、

馬は走るものなり．

と改めて論じる、というようなのがそれである．ところが、 H本語では、右の例で見られる

ように、 （イ） （品定め文のこと］と（口） ［物語り文のこと］のちがいがきわめてはっき

りしている． （イ）には助問のnよ」が使われ、 （口）には使われていない． （イ）と（ロ
）のうちで〈判断を表わす〉というべきものは、 （イ）のセンテンスだけである．こんなこ

とから佐久間博士は、日本語のこの性質をもって、日本絹をヨーロッパ請語以上に論理的な

日語だと考えていいと言った．もし、アリストテレス以下の哲学者の母国語が日本語だった

ら、ヨーロッバの論理学はよけいなまわり道をしないですんだかもしれない、ということに

なる．”（ 184-186頁）

とまれ、有名な r象は鼻が長い」というような文が日本語の正しくも特徴的な構文・表現であ

ることは、疑いのないところであるようである．とは言え、 r車内販売は．．．．販売します」

式の言い方が全く抵抗を感じさせないかと言えば、何となくこだわりを抱く向きのあることも（

少なくとも現代においては）、亦、否定できないところであろう．

「私は、今年の巨人軍は若い人が成長して来ているから優騎間違いなしですよ．」

というような口語もしよっちゅう耳にするところだが、文字にするとどういう訳か焦ら立ちを感

じさせるのは、話の内容の故（！）ではあるまい．科学論文などでは特にそうであろう．

r調査は、各抵点で頷月 1回種類組成を調査した．」

などと書けば、擬いもなく指導教官か校閲者にポロクソに言われることであろう．

「調査は（ドノヨウニシタカトイエパ）．各熾点で毎月 1回．．．.. J 

という意昧で正しい日本語であるなどと勢い込んで抗弁してみても、皆まで言わせず退けられる

ことであろう．去る日の日本生態学会大会において、

「日本生態学会誌35巻までの編集委員会並びに編集部に関する役n並びに機関は 1984年
4月改正の会則を適用する．」

という会則の改訂文に対して、直ちにおかしいという意見が出て、直ちに受け入れられた．何か

なじまない感じが生まれて来ているのである． 〈エコロジー〉の専門家でなくてもその感覚に秀

れてエコロジカルなものが少なくないように、素人の（日本語〉使用感覚も亦、無視できないと

ころはあろう．コトバも世の中で生きている．
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結

「ハ」が本題ではなく、問題は「プランクトン」でありfPLANKTON」である．巷間世

俗に限らず、

「ロロ湖のブランクトンは動植物合せて 200種類を超すが、それらは魚類l司様に沿岸と沖に

分けられる．」

といった記述は、歴とした学会誌の第一級の学者による論文でもよく目にするところである．

r動物プランクトンが何を食うかよく調べられていない．」

といった表現も稀ではない。ここでは明らかに、日本語文法に於ても、 「動物プランクトン」が

主語であって、それが r食う」のであるから、これは rzooPLANKTON」ではあり得ま

ぃ．そう言えば、 r プランクトン図鑑」などどいうのもこれに類している• 「PLANKTON

」の日本生まれの穏し子「プランクトン」は｀今や認知されたとすべきものらしい。

その出生の事情は詳らかでない．察するにこういったところであったろう．

rヘンセン氏ハ漁業上探索ノ目的ヲ以テ数年来水面種族ノ状況ヲ研究七ラレ海産生物界二「プ

ランクトン」 (iH二可驚物界卜罪ス）ナル名稽ヲ附セリ．．．．．可驚物界二属スル動植物

ニシテ今日二至ルマテ獲見七ラレタル属ノミニテモ其数賓二孵シク其大小ノ如キモ亦匿々二

シテ下ハ直径僅ニー「インチ」ノニ萬五千分ノーヲ越エサル極徽ノ鼠細崩海藻類ョリ上ハ巨

大ナル魚類及瀞水類二達七リ」 （岩川友太郎、 1893、167-168頁）

r淡水生物（Limnobios)陸上生物 (Geobios)に劉し海産動物を絢楢してH

alobiosと云ふH~ I o b i o sを住所の有様及び之に適合する種々の性質により分

ちて三種とす、素より判然たる匿域は立て難しと難とも生活法の上より見れぱ餡に三種の'I'

ypusあるを以て之に酎する匿分をなさざるべからず、曰く Benthos（底住生物）

曰く Nekton （涌泳生物）日 <Plankton（浮流生物冗入 av X TOSより来る

）之れなり」 （丘浅次郎、 1893、408頁）

といった知識に触れたのが抑々の馴初であったろうか．そこで、たとえば

「賓二海洋卜呼ベル廣大無邊ナル水界ハ只二水液ノー圃タルノミニ非ラズシテ其中二生物ノ棲

息スルコト陸地上二於ケルト異ラズ．．．．．海洋中二於ケル植物ニハニ種ノ判然タル置別

アリ第一ハ．．．．．多細J包．．．．．第ニハ箪細崩．．．．．後者ハ浅海ノ沿岸又ハ其海

底二繁殖スルノミナラズ大洋中二懸遊スル所謂ぷらんくとん（懸遊生物）ノ大部分ヲナスモ

ノトス」 （飯塚啓、 1907、23-26頁）

と関心が深まって行く。益々知って来ると、

r rプランクトン」には動植物のiiilれも多種多最に出現する．．．．．．動物性 rプランクト

ン」は其形態が嬰化多く複難であるのが特徴で種類は非常に多い．」 （小久保清治、 l9 3 
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2、 3頁）

「プランクトンの中には海中から出すと忽ち崩展するものがあるから、是等は其場で観察せね

ばならない．」 （杉崎浪江、 19 3 1、3-4頁）

などと打ち肝けて語り合う．時には驚いた容子で、

「オヤマア、あの大きなエチゼンクラゲもプランクトンなのか工．」

rそうサ、身を水の流れに任せて浮世を暮らす生きものは、皆そのプランクトンなのサ。」

「トキニお前さまはどうなのだ工．」

と糾しもする。

「大きなエチゼンクラゲも（ドノヨウナモノデアルカトイエバ、ソノゾクスルタグイトイエパ

）プランクトンなのか．」

「これらの生きものは（ナニモノデアルカI・・・イエバ、 ドノヨウナタグイナノカトイエバ）プラ

ンクトンだ．」

と言う意味のことを、 H本古来の様式に従って表現した。それが禰浸し始めた西欧風の感覚で理

解される．語法の交鉛の中で、用語に歪みが発生する．

「クラゲはプランクトンである．」

とは、純潔日本語的な言い方として理評すれば、

「クラゲは（ドノヨウナモノデアルカトイエバ、ソノゾクスルタグイトイエバ）プランクトン

である．）

だということでオカシクないということになるのであろう．それが、

「ソラ御存じのごとく我輩は謹直方正の人間だろう．」

「叔母はああいう人だ。」

「実に課長は失敬な奴だ．」

などといった表現と重なり合って西欧風に理解されると、 rクラゲは」が主面で、 rクラゲ」＝

「プランクトン」というように解されたことであろう．詰り、 rプランクトン」という概念が人

間とか生物といった概念と1司列に受け入れられる道を開く．西欧語原盟の概念に於ける限定ー一

''集・集合を指す一ーという点は、この類の抽象的な概念に乏しかったとされる日本語では保存

され得なかったということであろうか．

そして、敢てここでの「ハ」に貫及するならば、西欧語の文法に依って暴行されたと言うより

科学論文との最初の交渉を西欧語と持ったが故に、不躾で時には強引であっても主語の明示とい

うやり方の厳格さの頂となり、責任主体や対象を明確に指示するという目的に対しては、殆どど

んなものをも許す寛容な「ハ」という係助詞による題目・主題の提示という大様なやり方が、頼

りなく感じられたのであろう．そこから、極く自然な成り行きで、科学論文に於いては文法の私

738 



生児として「ハ」に「ガ」とは意昧合いの異なった主語指示の役割を求め生ませたということで

あろうか．

しかし、本来本当はどうだったのであろうかる疑り深い御仁や知りたがり屋の誰しもが問うと

ところである． 「本来本当Jというところを「原義」で置換するのを原典法という．浮瀞生物を

本格的に研究したのはMUl 1・ e r ('I 8 4"5 -1 8 5 5)が最初だとされている．彼はそれを

「AUFTRIEB」 （あるいはp・・E'LAGI・s・cHE AUFTR I EB)と呼んだ．これに

代わる用語として「PLANKTONJを導入したのはHe_ n s e n (1. 8 8 7)であるが、そ

の原著を直接見ることが出来ないので、 ll'ae c k e I (1 8 9 1)やB'oysen Jens 

e n (1 9 1 1), P e t e r s e rr -(1・ 9 1 1)が引用しているところから惜りようそれによ

ると、 「PLANKTON」という用語の意昧するところは

《Alles, was im Wasser treibt, einerlei ob 

h o c h o d e r t i e f, o b t o d t o d e r 1 e b e n d i g_》

と説明されている． この ralles」は全体を一体として指しているもので、その構成員の

全べての個々を指すものではないことは、

"Die Fische eヽhorendaher・hochstens in der Form von Eiern und Brut zu冒Plankton.

aber nicht als erwachsene Thiere; die Copepoden, obgleich lebhaft schwi11量end.りer-

den doch willenlos量it・dem Wasser f ortgeri s•sen, und璽ilssendaher zu員 Plankton eヽ-

rec・hne t we rden. " (1頁）

という、それに統く記述からも明らかであろう．

「 P~ANKTON 」に対置して rB ENTHOS」や「NEKTON」の概念・用語を提

唱したHaeckel (1891)は、その時に次のように書いている．

"Wenn wir unter de員 Beヽriffedes Halobios die Gesam量theitaller im Meere lebenden 

Orcanis璽enzusammenfassen, so zerfallt diese zunachst in ocologischer Beziehunc 

in zwei crosse Hauptgruppen, in Benthos und Plankton. Benthos nenne ich, i冒 Ge-

gensatze zum Plankton, alle nicht schwimmenden Organis璽endes Meeres, also alle 

Thiere und Pflanzen, welche auf dem Grunde.des Meeres sich aufhalten, entweder 

festsitzend (sessile), oder der freien Ortsbewegung fahiヽ， kriechendoder laufend 

(vacile)." (2 5 O頁）

そして、随所に

,, Die tiefste Abtheilung dieser zonarischen Fauna bildet das bathybische Plankton 

(oder der profunde Auftrieb), d.h. di-e Thiere der Tiefsee, welche..... Zum 

bathybischen Plankton eヽhorenviele Phaeodarien, einiヽeNedusen und Sii>httnophoren, 
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viele Tiefsee-Cr11staceen,... " (2 5 4頁）

のような言い題しが見られるところからも、 rPLANKTON」や「BENTHOS」が r総

称」であり「群集」を意味していることが知れよう．しかし同院に、 ”d.h. die lhi ~re der 

Tiet see "というような挿入のコトバや、

"Wenn ■an in dieser Weise璽itHensen den Becriffe des Plankton beschrinkt, so璽USS

冒ande員passivtreibenden. Plankton das active schwi111ende Nee ton -entgegenstellen." 

(2 5 1頁；この文では Nektonではなく Nectonと級っている）

"Zonarisches Plankton nenne ich diejenigen Orcanls置en.welche. " (2 5 4頁）

といった表現は、その点を暖昧に受け取らせる余地を与えたことであろう。

このような原義に基づいて、 「PLA,NK TON」の独語による今日的な定義は、たとえば次

のように与えられている．

"ein Sa1,elbeヽrifff iir all e i■ Wasser schwebenden Orヽanis量en,die keine crosseren 

Eigenbelfeiungen ausf iihren " (L e n z, 1 9 6 8. 4 8頁）

仏語(planeton)ではたとえば

”l'ense●ble des orcanis11es flottants qui se laissent transporter par les courants 

auxquels ils sont incapables de resister " (D a j o z, I 9 7 2, 3 5 6頁）

のようであって、 いずれも「総称」． r＇9集」・「集合」という点は明龍にされている．英開
（イギリス語のこと）での伝統的な用法はこのような原義をよく梢えている．それを示すいくつ

かの例を示そう．

"These ani●als which appear for only a short period in t h~ drif tinc co●員unityfor冒

the temporary冒e昌bers.of. the Plankton, and.. .~.. " (Ru s s e 1 1 & 

Yonge, 1936, 123頁）

., After leaving the plankton the young may settle on the fronds of La員inariaand.. 

... " (Y o n g e, 1 9 4 9, 1 2. 0頁）

" The larv_a$ spend •a lcntf time in the plankton before settling in..... "（同上，

1 2 2頁）

"ActaallY when they are very yoanc,・ the baby fish are strictly speakin、partof the 

planktan too,...... "〈lla.rdy, 1958, 5貝）

n Then. occasionally in the coastal areas, the plankton ■ay be invaded by s01e of 

the b9 ttg1-l iv i n、 ~ri sU e-wor1s which..... " （同上， 14 5頁）

持って題った言い方のようであるが、それはH本餌風の

" These animals are tbe temporary plankton. " 
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" The baby fi,$h are the plankton. " 

が「PLANKTON」の語義上成り立たない故の当然の帰結である．

だが、それも英語においても祖先形になりつつあるのか．英語問の国々の最近の出版物の論文

には、多彩な用例が見受けられる。

" Due to the vertical璽igrationof so璽ezooplankton, it is also conceivable that 

this mechanis璽canbe of profound biological significance.. " 

"... and we should therefore include the effect of crazinヽ byzooplankton. " 

" For animals 1 onger than~1 C冒 (andperhaps eventually for the smaller zooplankton 

as well). acoustic scattering is an attractive alternative for two reasons. " 

中にはこれはと思われるものもある．ーつには、米国を中心に愛用されている名詞の連用の多用

が、語義の鈍化や発散を招くらしいからである．実際、たとえば”planktonpatchiness”とは

一体何なのか、群業の中の話なのか、それは群集の中のことと見うるのか、 9吊集の間のことなの

か• --—昔のIIl 法が窮屈だったのよ．学問・研究が分化して忙しくなると面倒なことには構っ

てはおれない．絹でヨオ飯をヨオ炊いたっていいジャンカ e‘Jリャアマア、好きなようにしんさ

ったらええんじゃけど、そしたら絹が登になるゆうことになるんですかノオ．ソオヤヨ、ばらぱ

らにしても籟の環はやっばり鎮や言うんかノ．ホタラ、エピさんがタイさんに食われはるんを食

物〈連鎖〉目うたらあかんのやろか． IU来の栖習に囚われて箸の上げ下ろしに小目を食わせるよ

うなこむつかしいコトバ論譲に何の益がある．当座に通用させることが肝要． OLD,BYE, 

LET、GOTO、．．．レッツゴーレッツゴースミスレッツゴースミスオー．ハテ、スミスさ

ん何とする？レッコーレッコースミスレッコースミス．ォーノー．閑話休題．

最近の英語閤の教科書や辞典では rPLANKTON」に関連した1n語の解説を次のように与

えている． 99多なので恣意的に引用する．直戟平易を求めた記述から原意がどれ程汲み取り得る

であろうか．

" plankton: the floating and drifting organisms in the water whose move●ents fro● 

place to place are due to t,he 畠OVe冒entsof the water rather than to their swi璽ー

層ing" (Mc Co n n au g h e y, I 9 7 0, 3 7 2頁）

" ul traplankton: planktonic organisms less than 5 μ in length or diameter "（同上，

374頁）

" plankton: Those organisms free-floating or drifting in the open water of the 

oceans havinヽ theirlateral and v・ertical冒ove璽entsdeter国inedby water motion" 

(Ny b ~ k k en, 1 9-8 2, 4 1 8只）

zoopla-nkton: Pl anktonic ani●als” （同上， 42 1頁）
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"plankton: The員arineor fresh-water plants and ani●al s driftint wt th the surround-

ing water, includinヽ ani●alswith weak loco■otorJ poりer" (K e n n e t h, 1 9 

63, 44・7頁）

"plankton: Those organis■s that are unable to畠aintaintheir positton or cfistribu-

tio-n independent of the畠ovementof water or air masses; see Appendix 9 "for size 

ca tcgori es; cf. nekton " (Lincoln, Boxshall & Clark, 

1982, 194頁）

"plankter: An individual planktonic organism; phytoplankter; zooplankter; plaitkt, 

planktont" (I司上、 l 9 3頁）

これではfPLANKTERS」=「PLANKTON」で、 fPL.ANKTER」は単数形、

「PLANKTON」は複数形であるとの誤解を生みかねまい．

某県教育委員会が著わした「生徒指導の手引」には、 「服装の乱れた生徒や、頭髪を染色した

り、パーマをかけたりしている生徒の対する指導は、どのようにすればよいか」と題した一節の

中で、次のように述べられている．

"屈装の乱れ等は、学習不振による劣等感から派生した自己顕示欲の表れである場合が多いの

で、単に服装・頭髪を社会通念上にてらして改めさせるだけの指導にとどまらず、学習不振

を肝決していくための具体的手だてや、家庭での学習生活の望ましい在り方などについての

指導をする必要がある．」

コ．トバならどうする．乱れたのか、乱したのか、はたまた生きているのか、生きすぎか．

後白

極く最近の某大新圃に次のような'f説が戟っていた。

「パイオマス ： 原語は英語で一般には“生物資源＂などと訳されている．つまり、生物を

資瀧として、エネルギーを製造し、利用すること．例えばサトウキビやトウモロコシからア

ルコールを作ったり家畜のふんなどの塁業廃棄物からガスを作る、 ．．．．． こんご、
企業化も活発になりそうだ．」

“つまり”と言うが完堕に“詰まらない”．否、これは何か深謀遠慮のBUllの故にちがいない．
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し上げる．老いの一徹から御注文の極く一部しか容れなかったことを深闊したい．尤も公正さの

ために申し添えるならば、御注文にも老いの一徹に近い類があった．
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贋作会長、取締役談話

取締役 r会長、また不名誉会員からの投稿ですね．」

会長 rうん．」

（オワリ： ほ．ぇ．）

取締役守名楷会員からの投稿があるというのは名酋なことなんでしょうか．」

会長「迷惑やないやろ．」

取締役「不名誉会員はみな仮名ですね．」

会長「たいがいが凶状持ちやからな．」

取締役「概題にまで外国語が使ってありますよ．•投稿規定の冒漬ですね．J

会長「こ奴はな、昔から日本語が下手でな、外国語の助けを借りんとまともに書けんのや．捨て

ておiiサ．」
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取締役「無頼を放霞してよろしいんでしょうか•第一、会員台帳によると、この不名営会只は不

名誉会貝費不払の不良不名誉会員ですよ．」

会長「原稿と一柑に送ってきよった．投稿せなんだら永代不納御免の不名誉会員でおれたかも知

れんもんをな．不間な奴っちゃ．」

取締役「不司不でしょう．」

会長 rだがな、飲み屋のッケの時効が1年やそうな。そうか．」

取締役 r会長、どうだか知りませんが、学会は飲み匿と同列だと言うんですか．」

会長「最近の学会はやな、赤の他人とコンビューターに事務を任せたお検でな、 3年分会費を沿

納するとどんな大物会員でも機械的に除名退会になって、後腐れのう消されてしまう怖いと

こや．それで緑が切れて、また 1年分の会費を払うて入会する．我が日本生物学会に限って

そんな非情な抹殺なんかせん、何時迄も忘れんと人間昧溢れた運営をしとるわな．が、まあ

ここんとこは芸術的飛躍でな．」

取締役 rそれは何ですか．」

会長「背々な、時の京都大学理学部長石橋雅義先生が、硬い堅い自治会幹部学生を諭して宜うた

、 お言葉や．」

取締役「廿いんじゃないですか、最近の会長は頓に．」

会長 rゃはり上品に老けんとな．」

取締役「それも時の京都大学理学部長石橋雅難先生のおことばですか．」

会長 rかの進化学者の徳田御稔先生の述懐や．知らんか．」

取締役「誰が知るもんですか．著作集にもないような話を．」

会長「わしが本人の口から直々聞いたんやから間違いないで．活字になってなんだら信用でけん

か．」

取締役 rコンピューターの磁気テープやディスクを見たって、何も判らんでしょう．」

会長「そらそうや．あれ信頼する奴の気が知れんな．」

取締役「だけど、ワープロっていうのは便利がいいようですよ．この原稿もワープロで書いてあ

りますよ．それに、コンピューターをいじると眼は悪くなるけど老化を防ぐそうですよ．会

長もどうですか．」

会長 rそんなことしてみ．目付きが悪うなって上品に老けられへんやないか．」

取締役「老けたいんですか．」

会長 r年を取るのは自然の様理や．上品かどうかは人為や．まちごうたらいかんで．」

取締役 rそれは巷で笛うアガッテなんぼというところですよ．」

会長 rそう首うたら上品と苗うには程遠いな．」
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取締役「シェークスピアの作品にだって ”All'sWell That Ends lfel.1" という題のがありま

すよ．」

会長「シェークスピアを出したら上品になるゆうもんやないで．こ奴の話を見てみ．」

取締役「当たり前の事かも知れませんが、言わなければ分からないでしょう．それに、引用や用

例で根拠や状況が示されているのは、悪いことではないでしょう．」

会長「そこやがな．資料や事実や言うて思想が貧困になってしまう．かの穏田御稔先生がな、大

英博物館が出した解説書を一目見てな、この本は精神が悪いと片付けた．それや．」

取締役「今度は精神ですか．ああ言えばこう言う．」

会長 rそれやったら政府に只けるで。経費節減のため国産車を只え言うといて、外国と摩擦があ

から外車を買う言う• J 

取締役 r悪いようにしないから正直に自白して楽になったらどうかと蒻って、正直に自白したら

きっちり落とし前を取る．」

会長 rヤクザの論理と、いうやっちゃ｀大学(JJ先生もよう使こうとる．覚えといた方がええで．」

Iくく生物学誇大事典＞＞
I しっぼ （尻尾）

頭の後から江門までを胴といい、庄門から後を尻尾という。．．魚：、でもイモリてもトカゲで

も、さらにライオンにいたるまて、セキツイ動物はすぺて尻尾を持つ。一方、ミミズて・

もハチてもウラジムシでも、 EI門（社本の後端に開き、したがって尻尾を持たない＾故に｀

尻尾こそセキツィ動物の象徴てある。この象徴を失なったセキツイ動物が、カエルと人 I
間である。失なうに（ま理由があった。カエルは跳ぶと会に邪魔になったためてあろう。

1 ては、人間が尻尾を失〈した理由は何であろうか。恐龍を見れば判るように、ハ虫類ま

l でば尻尾が強大て武器に使ったりしていたが、ホ乳類になると細くなり、全く別の用途
に使用されるようになった。それは、感1膏の表現である。イヌはうれしい時尻尾を振り

悲しい時尻尾を垂れる。人間はさらに言葉を発明し、意識を表現できるようになった。 1 
ところが、感1青と意識と 1が主々にして矛盾を生ずる。その矛盾を解決するために、人間

I は尻尾を失くしたのである。
l -• 

746 



例外人生 (2)

不名誉教授

嘔l破りて山河あり’' 京都は金沢とともに戦災を免れた土地。ふがいなくも生き、その後れ

た青春の残照が今もなお片隅に焼きついている戦前の学生生活。その一面を追ってみることにする っ

京都のよさは、私のように田舎から出てきた者には、四条通りの繁華街からすぐ向うに＂ふと

ん着て寝ているような”なだらかな山なみの見えることてある。

この東山にかすみがかかるころ、オムは、さきに山陰の高等学校を親に黙って受験した時唯一の

助言者となってくれた、父方の叔父の家に下宿することになった。叔父は市営バスの課長になって

いた。いつも不肖の弟くらいにしか思っていなかった父は、さぞかしあの世て・安心していることだ

ろうし家は鳥丸七条の警察の近くて、物産館といっていたデパートがすぐそこに見えた。大学へは

鳥丸七条から東山線で銀閣寺行きの電車て通．った。久方ぶりの制服に初めての角帽はテレ奥くてい

やtこった。それても義叔母の、 ＂かっこいいやおへん’'といって送り出してくれた声が、．まだ耳の

底に残っている。

大学に入る前から私の心の中にいつもわだかまっていたものは、健康状態もさることながら、

同級生となる人達との年令的なギャップの結果、この例外学主が果して通じ合えるのかどうかの疑

問てあった。毎日講義を受け、ノートし、時にはサポってチョッピリ後ろめたさを感じつつも友達

とより自由さを感ずる気分、私は松江時代を懐しく思い浮ぺたが、学生生活に遠ざかっている今の

私にそれが望まれるであろうか，

当時、動物学教室は仮りの校舎て、本部本館前の古いレンガの違物だった。何月何日に入学の

通知を受けたのか、入学式は、あったはずだが、出席した記憶も全くない。あっても欠席したのだ

ろう。何だか無我夢中であったらしく、気が付いたら古びた建物の中て顕微鏡をのぞいていた、と

いった感じであった。

一滴の水の中に細い線維を入れゾウリムシを動きにくくしてスケッチするわけだが、私にはな

かなか思う通りに書けなかった。ようやく書いて次のブレパラートを見ようとしていると、近くて

"早くプレバラートを出しなよ’'という声が聞えた。今やっと顕微鏡の焦点を合せたところである。

私はおびえたような気になり、どうもいけないと思った。

他の4人は黙って顕微鏡を見ていた。同級生は私を入れて5人、外に支那からの留学生Os君 1

人、合わせて 6人てある。 O逗ぎは別として、他の4人はすでに互いに紹介がすんでいて名乗り合っ
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ていた気配が感じられた。て事は、その間にえムは一体何をしていたのてあろうか。まるて記滝喪失の

ごとく、いくら思い出そうとしてもその期間は抜けている。病気した記憶はない、もちろん名乗り

合った記憶もない。その間 1~2日、あるいはそれ以上、何かの事t青て欠席していたのだろう。そ

の次の実習は、吉田神社の裏手、雑木林の中て枯木の切り株の根元を掘って、その腹中に寄生して

いる繊毛虫を観察することてあった。この吉田山へ行く途中で、一番年長者らしいIn君と話したの

が、最初の同級生とのつき合いてあった。この時の指導者は、新任の助手Si氏て｀あったと思うの

こんなことがあってから数日たって、私ら固級生は、留学主のas君も含めて 6入｀分類学のKm

教授の自宅に招待された c 北白川の疎水沿いにある欧風の立派な邸宅は、入るのにちゅうちょする

位だった。広い芝生に面したベランダに案内されたが、もうみんな来ていた。奥さんがサンドイ・＂

チ，だったと思うが、を持って来られ、それを食べながら、学校に1貫れたか、とか、何かやりた＜

思うことがあるか、など聞かれたと思う。芝生の向うに別むねがあって、それが11l丁の住居だと聞

いた時には驚いた。温室には遺伝の実験のためにヒメダカが飼ってあるそうだ。教授は大体万週な

く一同に話を向け、留学生にも話しかけたが、彼はほとんど日本語はてきなかった。

そのうち私はトイレヘ行きたくなった。相当我↑曼していたのだがとうとうたえ切れなくなって、

ちょうど奥さんが来られた時その旨を述ぺ、案内してもらった。洋式便所•というものは、松江高校

てタト人先生用のものが一個所あって、それをドアのすき間から少し見ただけの経験しかなかった。

きれいなニスぬりの、焦茶色がピカピカ光った器（こ、どうして用を足していいのか、大いに固惑し

た。上ぶたは何とかあげたが、その下の馬てい形のものもあげなければならぬものとは気が付かな

かった。いかに周囲を汚さぬように、我慢の限界まできていた状態を解決したか、察してもらいた

い。

ここて同級生を紹介しておくことにする。まず、吉田山て話す機会をもったIn君だが、彼は私

より 3オ位年長だった。これを聞いて私の頭から、何か重いものがスーツと抜けていくような気が

した。名古屋の第八高校から東大経済を出て、数年岐阜大垣で会計士をやっており、その間しばら

くドイツヘ行っていたことがあると聞いて驚いた。その後彼とはよく、北門横の進々堂へお茶をの

みに行った。大垣には奥さん、子供がいて、単身赴学である。狩猟が好きて＼そのうちどうしても

動物学がやり度くなって再入学してきたとのこと。外国旅行といい、単身赴学といい、私には思い

もよらぬことだった c しかし、鉄砲から動物学への進行は、私の狸飼いとある通じるものがあったc

面君、信州松本高校出身、 1~2年おくれているらしい。彼も私の心を安堵させてくれた 1人

てあ和言葉数の少ない、おとなしい男だが、すぐどこかて流行歌を覚えてきて歌っていた。

k逗、彼も、自分ては言わないが、；良人の経験があるらしいっ鹿児島七高出て、一番よくしゃ

べった。小さい時からこん虫採集が好きて、動物はよく知っていた 6 小柄で肥って腹が出ているの

て、真っ先に In君は彼を大腹君と呼んだ。最初の実習て私にプレパラートの潅1足をしたのは彼で

あった。
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綬後に、大阪高校から現役て入った、一番荼いのが Os君てある。大阪の金持の御そう子らし

い。 In君とはだいぶん年の差があるのて、最初1ユただのボンボン扱いをしようとしたが、そんな

扱いに黙って屈するような男てない..:.とは直ぐ理解てきた。

もう 1人、支那留学生の曲君だが、何才位か聞いた.:.:.とがないのでわからない。北京大学を

卒莱したとも、中退したともいわれていたが、とにかく北京大学にいたらしい。言葉が不自由なた

めほとんど話し相手はなかった。毎日、生態学の紅教投の著書、 「陸水生物学」を図書室から借

り出して、返｝のところを懸命に写していた。彼と住いが同じ方向のとぎがあったのて、舟りによく

一緒になった。支那との較争がエスカレートしようとしていたころなのて、彼は英語と不充分な8

本話を混せて、日本が支那を1・曼略しようとしているとさかんに主張していたようだったが、意味が

十分に通じないものだから、しまいに度々もどかしそうな顔をして、手の指先を熊手のように曲げ、

ひっかく手つきて優略のセスチャーを示したことをよく覚えている。私の方も、自分の英語が彼1こ

満足のゆく程伝えられないのて、もどかしい思いをしたことがあった。私は丁種だから支那の土地

を軍力で荒すことは毛頭ないはずだが、軍人ときくと直ぐあの忌わしい徴兵検査のことが思い出さ

れて不愉決になる。こんなことてこの留学生にいたく同情した。そのうち、彼の祖国からの送金が

途絶えがちだといううわさを聞くようになってから間もなく、彼の細面のさびしそうな笑顔を教室

で見ることはできなくなった。

支那て｀はすて1ここのような不幸が起こっているのに、我が教室てはまだ平和そのものであった。

S1助手の実習を何回かやっているうちに、実習室を戸だなで仕切った向うの部屋て、 2回生の

発生学の輪読の声が聞えてくるようになった。プ，，キラ棒な助手の声がして、学・王はだいぶんやり

こめられているようだった。来年はこちらもあのようにやられるのかと思うとユウウツになってき

た。

隣の声を何回か聞いているうちに、北門を入ったところにてきた新館の動・植物学教室へ移っ

た。私等は何の手伝いもした覚えはないが、知らぬうちにちゃんと整備されていた。

新館へ入った時、 3階の角にある Ok教授の部屋の前に一同が集められた。 ＂今年度は回り持

ちて、やり度くない主任をやることになった。こんな時何か言わねばならないのだろうが、別に言

ぅ.:.とも考えつかないのて、これて終りにする”と、•こんな調子てあった。その後、JCh 助手が必

要な部屋をまわって説明してくれた。 1回生の控室（よ、常時使われる分類・遺伝の実習室であった e

ここでは隣室の輪読の声など聞えてこなかった。図書室は 2階にあった。ここでは書籍、雑誌委員の

説明、借出しのルールなどの説明があって、それぞれの本を見てまわった。ここで唯一記憶に新し

いのは．． IOh助手が立ち止って 1冊の厚い本を指して、 ＇’これ (Ga80hlecht und 3e的Ohlechtar)

は、貸し出されることが少ないのに、その割に手あかで汚れている”と、 9置厳な顔に苦笑を浮べて

毎．ったことてある。地下には粽本室があって、血教技の分類の躊義の時何回か入った。後に 1L2J 

だけ、 Kw教授に連れていかれ、引き出しの中に沢山入れられていた鳥の仮はく製をとり出して、
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つ 1 つ名前を言われたが、シジュウカラ、ホホジロ、アトリ、等々、•fムにはそれそれが·i也のものと

どのように違うのか、全く区別がつかなかったっこのころ、 Km教授の分類学の講義で使う、 ＂パ

ーカー アンド ハッセル”の無せきつい動物学の本を、各自借り出した。この本は毎年使われて

いて、 ＂パカがハッスル’'する本と言われて有名であり、私たちはすでに S1助手から聞いて知っ

ていた。そのほかには、ショウジョウパエの飼育室などがあった。

私の体力は当時十分に回復していたわけてはなく、とりわけ'lm講師の生態実習はつらかった。

くら馬川、ハ瀬川の渓流、高野）11、加茂川などでの水生こん虫の採集と水質（温度、出、酸素溶存

量）の測定、大覚寺の大沢の池やびわ湖までも出かけてのブランクトン採集、あるいは瀬田川、桂

川の水生動物の採集などで歩きまわらされたが、特に困ったのは東山を横断して山科まてのこん虫

採集であった。この時1が体力の消耗がひどく、皆の後からあえぎながらついて行く始末だった。こ

んな時、 Os君は後れてくる私をよく待っていてくれた。

このころから、 Kw教授は鳥に興味があるようだった。講義にも多分にそれが現われていた。

そんなことで、ある日、比えい山の宿坊で前夜から泊り込み、教授直接の指導のもとに鳥の鳴き声

を聞く会が設けられた。当日、朝から微熱があって、山へ出かけようか、それとも In君に連絡し

て休もうかと迷っていた。しかし、こんな時、少人数のうちて欠席するのも悪いと察し、夕方から

行く心算をしていた。夕方近くなると頭がかっかしてきたが、玄関まで出ると倒れてしまった。義

叔母が驚いて検温すると、 39. 5 °余りもあって無理に寝かされた。結局、 In君にも連絡てき

ず、無断欠席してしまったことになる。教授が非常に意気込んでいたのに、病気とはいえ、もとも

と数少ない中から 1人無断欠席ては、当然気を悪くされたに違いないと思った。

遺伝の実習は、年とった on講師の担当て、専らショウジョウパ工を牛乳ピンの中で飼育し、

羽化してきた F 、ときには F を選り分けて数を数える仕事だった。牛乳ビンの底をパンバンと
l 2 

音を立ててたたき、麻酔ピンの中ヘハエを追い落す作業ばかりであった。

叔父の家へきたころは、円山公園の大桜が溝開を過ぎようとしていた。壬生寺で狂言が行なわ

れるころになると春はもう過ぎ、街には雨がしとしと降ったり止んだりして、ぅっとうしい日が続

く。そんなある日、朝、洗面に行こうとすると、突然、義叔母があわてて 2階からかけ降りてきた。

間もなく近くの医者がかけつけできたが、その時はもう遅く、叔父はすでに亡くなっていたのてあ

る。側にいた義叔母が気付かなかったほどだから、全くの急死てあった。当年49オ、おそらく急

'i‘生心不全だったのだろう。義叔母には、女学校へ行っている姉、小学生の弟、まだ小さかった末の

妹の、 3人の子供が残された。

叔父の急死に、義叔母はもちろん、私も含めて一家が一時ぼうせんとなった。それから、親類、

友人、知人への知らせに始まり、目の回るような忙しさが醗いた。そして、 Kw教授の2度目の探

鳥会のある日だったことを全ぐ忘れでいた＾気がついた時にはすでにお通夜が始まっていたのてあ
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る。一「司はもう山へ着いているだろう。いくら叔父の急死とはいえ、無断欠席はよくなかった。

教授の信用をさらに失なったことは間違いない。

黒谷の奥、花山火葬場への道は、わびしく悲しかった。 3人の子供を抱えた義叔母は気の毒

に思えた。しばらくして義叔母は、叔父が勤めていた市営パスに勤めることになっ．こ。私は止む

をえず義叔母の家を出て、北白）IIの留学生 9s君の近くへ引越した。

0e君のアパートも近くにあった。京都て・アパートといえば｀まだ珍しい時代て＼ひどくモダ

ンな感じがした。 In君と 2人て遊びに行った時、ガ入コンロに5銭玉を入れると一定量だけガ

スが出るのを珍しく思った。

夏休早々、白浜の臨海実験所へ Kw教授と共に出かけた。早朝ブランクトン。ネットをひき、

スケッチを画く。ある日、教授はシャーレに人った透明な小さい虫を持ってきで質問した。当然

知らなかった。他の連中も知らなかったc 私は安心した。ヒモムシの幼虫ピリデュームだそうで

ある。知らなくて当り前であった。 Kk君があまり知ったか振りするので他の者は知らず知らず

に Kk君のペースに引きこまれたが、それほど知らねばならぬと思う動物が多かったわけて、こ

れにはまいった。大体、山国育ちの私には海の動物の採集、 Ut講師の指導ての解剖、そしてと

りわけ、日本海と違って干潮の時に遠くまて砂レキの浅瀬が露出する事が珍しかった。 In君も

海のない県の出身で、 2人て潮留りの中の大物をねらった。 20センチ余りの魚をやっと捕えて

持って帰ると、 ＂よく怪我せずに捕えてきたな”と言われ、調ぺてみたらゴンズイだったりした。

教授からは、 ＂もっと無せきつい動物に注意しなさい’'と言われた。こんな生活を 06君は、当

時われらの手のとどかない高価なカメラ、ライカてせっせと撮ってくれた。その写真は今てもあ

る。

後期になると、 駈助教授の組織実習が始った。結局はプレパラート作りが主目的のような

実習てあった。私が第三講座に所属してからのことだが、同講座の Mn助教授には忘れ得ぬ思い

出がある。 Mn助教授(2、後年ミノファーゲンなる薬品をつくり、抗生物質が盛んになるまでの

薬として有名になった人である。ある時、助教授は私に化脹菌の培養を手伝わせた。移し換える

時、ピペットで菌を口の中まて吸い上げてしまい、その後充分口の中を洗わなかったものだから、

ひどく発熱して困ったことがあった。ても、このことは同講座のだれにも言っていない。私は、

始めてのことにはどこかで失敗するように出来ているような気がする。

2回生になると、いよいよ Ich助手の輸読が始った。謹蔽な先生に対すると、何となく胸中

にそれに反抗するものがてきてきて、ふざけたことを言いたくなる悪い病がある。第 1回の輸読

が当った。卵割 (cleavage) の項からてあったe "卵割、ドイツては Furchungといいまして＂

と思わず口から出た',..とたんに、 ＂君、何時ドイツヘ行ってきた。＂ ＂禾ムは行きませんが、 In 

君は行ってきました。＂学生がまさか外国へなど行っていないだろうと思っていたのか I~ 助
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手！よ驚いたらしく、ドイツヘ行ったときの船か鉄道のことなどを聞いたと思う。おかげて、自分

が訳す分量が少なくて時間がきたから劫かった。余計なことを言って少しても助かったの！よ実は

これだけて、ほかはすべて損か失敗につながっている。

ィモリ卵の採集ば、伏見の方の水田（こ水を引く溝で行なった。珍らしくて、たまにがんばっ

て思い切り沢山採集したら、教室の他の人達のことを考えて余計に採らないようにと注意された。

実習は、イモリの発生過程をいろいろ異なった薬品で処理して、阻害反応を見ることてあった。

私には、ジニトロフエノール (DU P) が当った。その効果！よ，fムにはよくわからなかった。ものの

本によると、ヤセ薬として用いられるとあった。何か代謝阻害でもするのだろうということはわ

かった。実習の終りの桔果発表もその程度の説明をしたが、どんな結果だったかは記憶1こない。

印君の塩化リチウム処理ては、裏返し●不のようなものがてき、後に Ieh助手と共著て、 「植

物及び動物」誌ー一今は廃刊になっている一ーに投稿したそうである。

せきつい動物の担当は、新任の NK講師だった。前年台湾ヘメクラヘビを探しに行った帰り

に、ちょうど私達の実習て白浜の実験所にいた血教授のところへ寄ったとのことである。それ

てヘピの専門家であることを知った。お陰でその実習は、ヘビの解剖にながながとかかった。．最

後はマウスの解剖て、この小さい動物の血管系を見るのに困っていると、これは私品だが、とい

って、このころまだ珍しい双眼解剖頸微鏡を貸してくれたことを思い出す。 In君は、どちらか

というと自分より年下かも知れないこの講師（こ何か難くせをつけたい気があるらしく、講師が大

脳（セレプラム）と小脳（セレベラム）とを間違わないようにと注意しておきながら、話の中で

自分がちょっと言い違えたことを、いつまでも禾ムに言って面白がっていたn

生理学実習は、ベテラン On講師だった。博識て、気軽に話しこまれて、親しみ易かった。

実習てはいつも、はじめに少し講義してあとはほとんど 1回も実習室に姿を現わすことはなかっ

た。何の実験だったか記憶は（まっきりしないが、 2人て組んだ実験で、たまたま講師が来てデー

クを見た。 ＂これは変だ＂と言ったのて、つい気易さから冗談のつもりて、 ＂憬械が壊れている

のては’'と、例の悪い気が出た。すると、ジロリと私を見たかと思うと、黙って姿が消えた。壊

れるほどの精密な機械を使っていなかったことは確かだし、私の頭の中の機械が壊れているとい

う意味て言ったのだが、理解されなかったらしい。舌足らずな言い方を、自分てくやしいと思っ

た。＜最近 On講師にこの話をしたら、 ＂そういうことは、たんとたんとありすぎて、いちいち

覚えてない’'ということでした一ー会長＞

白浜の臨海実験所て•、ウニの発生実習をするということになっていたのだが、これは話だけ

て結局やらなかった。第 3講座（発生）ては、ィモリの実験に忙しくて、ついていく者がだれも

いなかったらしい。後年、大学の先生になってから、ウニの発生の学生実習をやらされることに

なり、名古屋大学の管島臨海実験所へ習いに行く始末となった。
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大学2年足らずの闇の英習について、少々書き過ぎ・たようだ。入学前、 ＂動物学科へ入って

珪ても飼うか’＇と安易に考えていヤが、動物学料ヵヽ狸を飼えるような環境で（まなく、夢想もはな

はだしいということを、これらの実習をやって‘いやという程思い知らされたことが、未だに私の

気持の中にあるかららしい。しかし、 ln君は、よく北門積の進々堂てコーヒーを飲みながら話し

合った言葉の中から、まだ第 2 講座（生理•生態）に入って鉄砲を使うことを忘れないているら

しかった。彼ばどこからその情報を仕入れてきたのか、第2講座には狩猟解禁罰ても発砲が許さ

れる鑑札があって、また小盃の良い鉄砲もあると主張していた。それに、図醤室のいわく付きの

本 (Gescllleaht •.md Ges・chle叩t,er) も、彼はすでに見てきたらしく、 ＇`ダウ”インチのす：：ぃ

絵が載ってるよ’'と告げてくれたのも彼だった。＜それて、先生は見たんてすか？ーー会長＞

その彼も、すでにこの世（こいなくなっている，，しかし、彼とよく話し合った進々堂はまだあ

るだろう。＜あるある、昔のままて・ーー会長＞それより、教室の屋上からよく見えた比えい山、

大文字山は、これからも四季に粧を変えながら、いつまでもその姿を見せてくれるだろう。

このあと 1年て大学を卒業することになるのだが、その後数年でさびしい思いをしながらこ

こを去らねばならぬ運命は、この時まだわかっていない。もう少し、大学内での生活をつつって

いくことにしよう。

これから、多少専門的な事項に触れるつもりてある。といって、当時の浚料を話べ、それに

よって正しい事実を伝えようとするものてはない。あくまても、その時代の私自身の感覚、行動

を出来るだけ思い出して書こうというわけである。当時の私の知識、感覚は、現在の私のそれで

はない。＜もう 50年程昔のことてすものね一ー会長＞ これまでもそうして書いてきたのだ

が、自分をタイムトンネルの中において叙述することは結構難しいe私自身が調ぺ実行した純専

門的なことのうち、主要な点は割合覚えているのだが、少しはずれると、あの時どのように理解

していたかを思い出すのに苦労する。たとえば、あとて述べるつもりだが、 Kn氏の生態学に関し

て、当時私は彼の本当の生態学を理解てきず、間違ってうけとめていたかも知れない。＜かの徳

田御念氏てすら、当時は理解てきていなかったそうですー一会長＞ 彼の論文は少ないと言わ

れているが、読んだことはない。私の述ぺたいことは、しかし、彼の研究業積そのものよりも、

それ以外の彼の持っているものなのである。

3回生で講庖配分となるのて、 2回生の半ば（こなると、どの講座に行こうか、そろそろ考え

る時期になるら第 1講座は分類と遺伝、原生動物には多少の興味がないことはなかったが、分類

と名がつくと何となく興味がそがれる。遺伝そのものには引かれるものがあったが、毎日牛乳ピ

ンの尻をたたいてハエの数を数えるのはたまらないと思った。血教投の講義は、分類学も遺伝学

も、実によく整理されそのまま著書にしてもよいK思われるものだったが、私の結論は上述の如

く幼稚な理由で、どうしてもという気にはなれなかった、．第2講座は生態で、教室員も多く、一
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番発展している講座のようであった，，私た開眼してくれた Kn氏もこの講座（こいた。しかし、私

は血氏その人の人格、研究態度、方法に心を奪われたのてあって、生態学そのものに心酔した

わけてはない。埋を飼うのならこんな講唖がいいのだろうが、今ては全くその意志もなくなり、

また飼おうと思ってもそんな環境ではなかった。生態学にはやはり分類がついて回るようだし、

その上第2講座に入るなら鳥に興味を持たねばならないという戒律があるらしい、といううわさ

が、われわれの間に流れていた。鳥といえばすぐ、比えい山の探鳥会のことが思い出され、禾ムは

k疇授（こ全く信用のないことには自信があった。これはずっと後のことだが、 Kw先生が富山て講

濱されている最中に倒れられ、富山の病院から都合で金沢の大学病院へ転院された時、．私は金沢

大学にいた。呼び出されてお見舞に行くと、意識はiよっきりしていて話はされたが体は動かず寝

たきりで、当時の元気なおもかげはなく、今昔の感に耐えないという心境はこんなことを言うの

だろうと、つくづく志、ったことがある。先主の講義は、血教授のような教科薔的てはなく譲演

式で、講義の中にストーリーがあり｀われわれ新米学生には面白かったっ今でも覚えているのは、

当時盛んとなり出した共産主義に対応するために作られたらしい講演の一部てある。人間以外て

もっと完全な共産社会を作っているのはハチやアリだが、女王以外の大部分の雌は全体のために

営々と働く。ところがそれてもなお食漬難て＼栄養不良て屯佳としての機能は失なわれてしまった。

その証拠に、女王を失なうと、機能を消失している雌、つまり動きアリに、せっせと餌を与えて

女王にする。もっとひどい例では、ある種のアリて、気候が悪くなる前に、雌！ょ食積をうんと胃

の中に貯めこみまるまるとふくらんで巣穴の天井（こぶら下る。胃の消化力もなくして 1匹 1匹の

珪アリそのものが食清の貯蔵袋になって、全体に奉1士するのてある。更にひどい共産社会は脱腸

動物の中にあり、サンゴ虫i21固体がお互いに接着して全体に縛られている。あるものは、その中

で分業ー一主殖、捕食ーーし、専門職として全体に奉仕しているが、個体としての自由はな

ぃ＂結論は、共産社会がそれほどイ憂れた理想社会ならば、それを完全に実行している社会 1生のハ

チやアリは、もっとすぐれた動物として進化していいはずである、といったものてあった。さら

に極端な共産社会を営むサンゴ虫は、疫腸動物にしか進化てきなかったではないか。このような

凝人的説明では満足できないものがあるだろうが、当時の私は結構面白く聞いていた。

第3講座は発生てある。l)k教授の講義は、今から考えると何を聞いたのか定かでない。ただ、

潟義だけ聞いて勉強しようと思ってもだめだ、と言われたことは覚えている。当時の新語、実験

発生学とか実験形態学とかいう言葉は、ルーが始めて卵に操作を加えた実験をやり、発．杢力学あ

るいは発生機構学ととなえたことから出発した、ということも講義て記憶はある。不思義なこと

にそのほかは余り記憶にない。イモリを使っての実験発生学の概要は、 Ich助手の実験・輪読の

合い間に、おぼろげながら知ったI)3つの講座の中で強いて選ぶとしたらと自問すると、第3議

座により興味があった。それて、 ICh助手の話をたよりに、実験発生学の勉強にとりかかった、

といえば大げさに閏えるが、私なりのやり方で到ぺてみたということてある。
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オルガナイザー理論がシュペーマンの弟子のマンゴルドによって発表されてから約10年、

オルガナイザー・ラッシュ Iが始ったばかりといってもよい時代であった。あのころは、主として

Roux の紅chを読めば大体の輪郭は解ったつもりになれた。京都ではそのころ、ォルガナイザ

ーを編制原と呼び、その編制原iこ直接アタックする仕事は、編制原物質の解明に向けられていた。

本家のドイツではグリコーゲン説につづいて酸刺激説、ィギリスではステロール説、アメリカて＇`

はケフアリン説が出され、編制原物質の研究は全く国際的に広がり、行くところを知らずといっ

た状態だった。私は、もちろん．．そんな中に割り込むつもりはなかったし、．その上物質の探究と

いうのはどうも苦手てあった。それはそれとして、第3講座には、 Ok教授の外に血助教投が

いたが、この人はどうも発生学とは直接関係が無いことが解った。 ICh助手はすでにおなじみで

あったが、他に大学院生が何人かいた。しかし、 Ich 助手その他から聞いたところてli~絹制原

物質に直接手をつけている院生はいないようであった。ではどんな仕事が問題にされているのか、

院生のだれかに聞いてみれば一番早いわけだが、まだだれにも近づきはなかったc仕方がないの

て、 ICh助手に遠回しに聞く方法を考えた，第3講座入りを決めたわけてはないのて、あからさ

まに閏くのは悪いと思ったからてある。

何か話しする横会を待っていたら、実習の合い間にシュベーマンの卵をくくる話になった c

卵を 2つに結んで双序不をつくるとき、結び方の強翁て双序不の程度が異なる、といった話である c

私はこの提会と思って、縫制原物質について質問した。それから、この男多少は知っているな、

と思われたのか、いろいろ話しかけてもらえた。こうして私の知り得た渭報によると、発生過程

の各部域一一神経板・眼・鼻・せき索原基。生殖原基一の分化を問題にしているようだa

その時、これで12ぜきつい動物（イモリ）て私が何かやるすき間はない、と直感した。それても、

3つの講座に消去法を適用してみると、やはり第3講座しか残らない。

同級生の4人は大体決めているようだった。 08君は始めから遺伝と決めていたらしく、牛乳

ピンの尻をたたくことに抵抗感はないようであった。 Kk、In両君は第2講座、とくに In君は、

てきるかてきないかわからないが、鳥射ちがまだ念頭にあるようだし、 Kk君は子供のころからこ

ん虫が好きて、鳥のこともよく知っていた。池君は医者になるのが希望て＼卒業したら東大医へ

進むと態度を鮮明にし、発生でもやって産掃人科へ行こうかと冗談を言っていた。

私だけがまたしても跳ね出して、．例外であった。そのうち年が明けて2回生は終ろうとして

いる。えい、ままよ、と思いー一これは今にして思えば、パクチ打ちの心境であろう一ー第

3講座に決めた。しかしテーマは、せきつい動物（イモリ）でないものを希望したのつまり．無

せきつい動物なら何てもよいということになる n 理を飼おうと志を立てて動物学教室にきた者が、

無せきつい動物志望に変心したのだから、知った人はあきれるだろう。＜いえいえ、先生を知っ

てる人はあきれません一会長＞

3月になって、 Ok教授室のドアーをノックした。イモリの中へ無せきつい動物が入りこむ
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不都合さを充分意涵しながら、念る恐るその旨開陳したっ ．教夜は、 “ウム、解った＂と即産に承

知されだ。あまりに意外で、こちらは即座に応答できなかった。無せきつい動物のどんなことを

やりたいのか、と聞かれたが、こちらの頭の中の知識としてはむしろほとんどイモリしかなく、

とっさに答は出てこない。といって、何もありません、と言えば、何故無せきつい動物を選んだ

のか、と次に質問が来るに違いない。まさか、パクチ打ちの根1生です、とも言えない。それこそ

場当り的に、イモリでやっているようなことを無せきつい動物てやってみたい、と思わず口から

出てしまった。知らぬ者の強さてあろう。教授はそれには答えないて、 ＇＇君、手は器用な方か”

と聞く。 ＂不器用とは思いませんが、器用とも思っていません”と、どっちてもないような返事

をすると、 ＂よし、この次までに返事しよう’'ということで、その日は引き下った。

数日後、カエルの発生のスライドの写生がまだ残っていたのて、顕微鏡をのそいていると、

Ioh助手が傍に来て、 ｀｀君のテーマはどうもブラナリアになるらしい＂と教え ．てく・れた。さて、

ブラナリアとは如何なる動物か。最近では高校の教科書にも出ているが、当時はまだ有名でなく、

血教授の講義て聞いたはずだが、．どうも思い出せないc 早速分類表を開いてみると、あった！

偏形動物門・渦虫綱・三岐腸目の中に、たしかにある。 Iートの端にはちゃんと、再生実験に使

用、と書いてあった。そのうち、発生実習室で実験していた Sg氏に紹介された。この人は第3

講座の古い先輩で、京都のある高等女学校の先生になっていたのだが、再度教室へ帰ってきて、

第3講座の部屋が満員だったのて一時的に実習室へおりてきていたのである。そして、この人が

何とブラナリアをやっていた。実に幸運てタイミングが良かった。と思ったが、本当はこうして

私にブラナリアをやらせるおせん立てが出来ていたということかも知れないoそれはともかく、

彼と OK教授との共著2編とチャイルドの論文など 2つ3つ紹介された後、 4月の初めに再び

Ok教授に呼び出された。この時は、次に書くようなテーマを示されたのだが、今度は余り動揺

することはなかった。

ブラナリアの頭部またはそれにつづく前イン頭部域片を、後イン頭部域へ移殖すると、移植

片の前後に新組織が形成され、その2つの新組織の先喘にそれぞれ新しくイン頭が形成される。

移植片が頭部片か前イン頭部域（ケィ部域）．片かて、生じてくる新組織の量、それは新生するイ

ン頭と移植片との間の距離で示されるが、は異なってくる。すなわち、前者の方が後者よりも大

きくなるはずである。言い換えれば、漏制能の差をはっぎり量的に示せ、というテーマてある。

移樋のテクニックは、 Sg氏が側にいたのて好都合であった。ところが、移植した手術虫を

丸 1日動かさないようにするために、冷蔵庫にいれておかなければならない。当時は電気冷蔵庫

なんで思いも及ばぬころだから、小さな氷て冷やすものを使う。冷蔵庫は 1つしかなく、それを

Sg氏が使っていて、私のを入れる余地がない。また、実体双眼顕微鏡も、 3階のイモリ族と0g

氏が淀っていて、五ムの分はなかった。私はそんな・.ごと条知らながったので教授に早くそ多．憬冥験

をやnたいと申し．入なたら、 ＂まあ、そんなに急ぐ＋、文献でも読んておれ’'というような工合

だった。
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5月の終nごろに、．どう都合がついたのか、私の実験は可能となった，私は何故か、飢えた

ものが飯にありついたように夢中になって玉多埴．に熱中したが、成．て力虫1ォ思う程なかなかそ尋られな

か・~- t:;. C 1ヶ月ほどして｀教授は．久しぶりに、 ＂どうだ＂と言っ T示ムのところに現われた。実験

があまり進展していないことを聞くと、 ・'嘩、ウンカにある＇練虫が寄生すると、その数によっヤ

ウンカの1生転換の程度が違うことを知っているか’'と尋ねられたc 示人が正直に、知らない、 ．と返

事すると、 ＂どうだ、やってみるか'’ .•と来た、，この時．．表初にテーマをもらいに行ったとやのこ

とを思い出した。無器用てではないと宣言したが、ほんとうは無器用なんだろうか，それを見ぬい

てテーマ変更を言われたのか、．と考えた。しかし、そんな無器用なものにあの小さなウンカの腸

内の線虫の数を、どうして数えろというのだろうか。私は全・くわからなくなり、移植作業にも実

が入らず、（まんやりしている日がつづいた。気分転換に晨学部のこん虫教室へ行って、ウンカの

標本を借りてきた。割り合い大きな標本箱（こギッシリ小さな虫がつまっている。見ただけていや

になった。

ある日の第3講座のセミナーのとき、先輩の Nk氏が、私の元気のない檬子をみて尋ねてく

れた。私はありのままを話して、悩んていることを告げた。彼は一笑に付して、自分も初めはそ

んなことをよく言われたもんだ、気にすることはない、とのこと。同室の先輩 Sg氏に話したら、

最初余りに仕事に打ちこんていたから、その反動で一時スランブ（こ落ち込んだのだろうと思って

いたそうな。教授もあるいはそれを見越して言ったのではないか、と慰めてくれた。

ここて、級友たちのテーマに少し触れてみたい。先ず、 Os君は講座入りする以前、早くか

らテーマは決まっていたようて、モシチューム種のショウジョウパエの突然変異をみていた。い

ずれ遺伝子座ても決めるのてあろう。第2講座の2人はいずれも鳥てはなかった。鳥をやらねば

ならぬという戒律はデマだったのか、 Kk君ほ希望のこん虫が入れられて、虫エイとこん虫との関

係という大きなテーマをもらい、どんな草木の虫えい、あるいはどの種のこん虫の虫エイをやる

か、これから決めるそうだ。一生懸命虫エイ集めに走りまわって、意外に沢山あるとこぼしてい

た。次に鉄砲射ちの In君だが、鳥の希望を言ったのがどうかは知らない。彼は文科系の出身て

あり、岐阜大垣（こ家族がいることで、家へ帰った時にも観察できるような仕事という条件があっ

た。それて、最初に社会生活と動物という雲をつかむような問題を出され、困ってついに返上し

たそうてある。その他1~2提案されたが結局、｝炎水産2枚貝（大型）と魚（モロコ）との関係

ということで、今年 1年間は、カラス貝やイケチョウ貝、ィシ貝などの分類、分布をみることに

落ちついた。血君は第3講座て、 Ioh助手の提案らしかったが、神経冠のどの部域が頭部軟骨に

分化するかを調べるために、神経冠の一部をとって神経板の中に置き、神経板が管状になるとき

にその中（ことり込まして培養するという仕事をしていた。神経序不がホルトフレックー液の中てよ

く死ぬと、彼もなけいていた。しかし lch助手は、この種の外植実験では死ぬ個体はよくあると

言ってくれたのて、安心してやっているとのことであった。少々殺しても教授からはテーーマの変
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更は言われなかったそうである。

今から当時を思い返してみると、口溝橋爆破の 1発（注：中国戟争のはじまり）から、政府

は不拡大を声明しているのをよそに、戟禍1よ拡大する一方であった。これは、軍部の先走りだと

だれもが思っていたのだが、新聞には反戦の記事は載らなかった。

＂酒 I1涙か留息か’'という歌が流行したころだと思う。 ＂心のうさ”を何処へも｀＇捨てどこ

ろ’'がなかったのかも知れない。また、サーカスの歌というのもあった。 ＂旅のつばくろ さび

しかないか おれもさびしい’'という歌籾は、みんなさびしかったということか。日本軍が進軍

を続けているというのに、意気は上らなかった。それでも、感傷にひたっておれる程、まだ平和

であった。教室内ではだれも徴兵されていくものはなく、まさか将来、戦争にだれもかれも引き

出され、長期空白をかかえて教室にもどってきたり、戦死者まで出るとは、だれが予測てきただ

ろう。この歌は、獣地へおもむくものの悲哀を予言していたと言えよう。

もっと後に知ったのだが、同級の留学生Ga君は、風のたよりによると、国民軍の航空兵と

なり、南京上空で獣死したとのことである。日本語がよくわからず、行きどころのないうっ憤を

私に向けて不清そうてあったあのさびしそうな笑顔が、．私の心に、何かもっと出来ることがあっ

たのではないか、という自責の念を植えつけた。

讀座に入ると、同級の In君ばかりてなく、講産内の先輩とも、大学北門の隣りにある喫茶

店進々堂へよく通った。 Ok教授はそこでは｀＇つけ”がきくので、教授の姿を見ると時々同席し

てコーヒーのただ飲みにあずかった。

ブラナリア、ヒドラなどの下等な、単一の前後軸を持つ動拗の形態形成の理論は、当時、チ

ャイルドの生理的こう配説にほとんど統一されていたといっても過言てはなかった。しかし、 Ok

教授lよ決して生理的こう配とは言わなかった。その代わりに、湯成能（オルガニセーション・ポ

テンシー）と言っていた。これに対して、私の天の邪鬼的積神は、大いに共感を覚えた。

現在でもなお、編成原（形成体）物質の性質fが解っていないし、生理的こう配の本質につい

ては、更に何処かへ行ってしまっている。最近の再生に関する位置効果論は、果してこれに代わ

るものかどうか知らない。細胞培養、細胞融合、 DNA、分子遺伝学を知らなかった時代では、

これでも論議の先端を行くものであった。

夏が終り初秋になるころ、私の仕事は順調に進んだ。ただ、ブラナリアの採集には困った。

ハ瀬、比えい山の渓流からだけては不足て・、しかも無性型を選ぶのて、どうしても木曽福島にあ

る大学の王物研究所横の渓流まで、足をのIi.さなければならなかった。名古屋から中央線て木曽

川に沿って上る時、前に触れた Kn氏の努力が思い出された。ここて＼少ない出．合いだったが大

きな感銘を与えられた、彼の事を述ぺてみたい。
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彼は、晨学部晨林生物学科出身で、ここには有名な遺伝学の.Kh教授もいた。私がウンカの

練虫のことで落ち込んでいた時、ウンカの標本ても先ず見てやろうと思ったが、理学部の標本室

にはなかった。そこて級友の In君に相談したところ、ちょうど晨学部てこん虫を専攻していた

大学院生がこちらの第2講産にいるから相談してみたら、と言う。それが血氏てあって、彼の

招介で標本を借りることができたのである。こんなことが禄になって彼のところへしばしば邪魔

をしに行ったが、彼は実に気持よく相手になって、いろいろのことを教えてくれた。のち（こ、私

が生気をとりもどして移植実験にはげんだ時も、気分転換によく彼の部屋を訪れた。部屋は、ぃ

わゆる第2講座の大広間で、彼の席は窓側の右すみの一角にあり、大きな机をおいて腰かけてい

た。時々いないこともあった。彼は一時、福井県立武生中学（旧制）の先生をしていたと聞き、

私の故郷に近い土地なのてより親しみを感じた。誇張するようなところがなく淡々と話している

中に、研究への1膏熱の強さが感じとれ、また、 1つの現象を見るために、我々にはそんな事まて

も、と思うような広汎な事象をとりあげて調ぺる、その研究態度は全く徹底したものてあった。

彼の話の詳細は大部分忘れてしまったけれど、少し思い出して書いてみよう。先ずプユの研究て

ある。この虫は幼時渓流にすむ。渓流といってもいろいろあるから、先ず渓流の状態の調査、さ

らにその渓流を知るためにそれをつくっている両岸の地形の調査まで行なうという。この態度に

は驚いた。彼は元来絵が上手で沢山のスケッチを画き、その上もっと写実的にするためか何百枚

もの写真をとっていて、禾ムに見せてくれた。断がい、段丘、あるいは河の上流、中流、下流の遠

景の絵、写真を、今でも思い出す。渓流については実に詳細な区分をしていた。先ず、瀬と淵に

分け、瀬ではまた底の石の大きさ、形、ホの流れなど、淵は川の流れが湾曲したところに出来、

さらに川岸との関係まで詞べ上げていて、私には全く脱帽しかなかった。調ぺていたこん虫は、

主としてプユの幼虫て、ほかに2~3の水生こん虫の分類であったと思う。生態の学生実習ては

先ず水の温度、 PH、o溶存度などを計らされるが、彼がこの種のものを測定したという話は聞
2 

かなかった。私が今でも覚えているのは、幼時の水生こん虫は捕食とそれに関連した行動が生活

の全部てあって、それに応じた形態、環境がある。極端に言えば、虫は 1つの捕食機械となって

おり、食怯、環境、形態が全く一体化しているという考えだと思った。従って、同属内の種は環

境によって区別される。彼の考えはここから、渓流の区画に向って彼をかり立て、研究に昼も夜

もなかったのではなかろうか。私の要約には言い過ぎもあるかも知れないが、手ムは彼の一途なと

ころ、；寅釈と帰納、帰納と濱釈の理論的なところ、更に 1つの現象を追うのに非常に広いところ

から攻めこんていく方法に、私は心から学ばせられたし、尊敬もした。研究というものを、彼（こ

よって開眼させられたと言ってもよい。彼の話は、相手を自分の考えに引き入れようとか、誇示

しようとかいう感じのものでなく、集人の私にさえ理解できるように話し、そして自然に渓流9こ

引き入れられる気持だった。始めて会った時―から、彼の課虚さには非常に好感を覚えた。その後

私の卒業が近ずいて自分の卒論を書くのに忙しくなったり、彼の方も留守がちになったりして、
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彼を訪ねなくなった。そのころ、たしか・rK氏の発案て、 「種の起原」を読みなおそうという会

ーー会名はあったかなかったか、記憶にない一ーが動物学教室にうまれ、たまたま私が出席し

た時、彼が話題提供者になって話した。その内容は忘れたが、彼の環境と形態との関係について

の考えを聞いていた私には、彼が進化諭の研究者であることは当然だと思った。

私が大学院を去った後、彼が軍隊に召集されたことを知った。太平洋戦争中、彼がマリアナ

島で戦死したことは、敗戦後だいぷんたってから聞いた。しばらく天を仰いで、全く言葉も出な

かった。，彼は生涯を謙虚に生きた。その戟死も、決して華々しいものてはなく、謙虚に死んてい

ったと、私は確信している。

教室の前通りの並木に木枯しの吹くころ、論文のデークはほとんどそろった。この期間に、

講産のセミナーで1回、教授のところて2~3回、、報告したが、特にコメントらしいものはなか

った。データは、頭部とそれにつづ（前イン頭部（ケイ部）域で、たしかに量的に表わされる差

を示した。この差を、チャイルドの生理的こう配の差ということにするか、何か別の表現1こする

かが問題だった。前述のように、こう配税．！ま気に入らなかった e セミナーの発表や教授へ． c^中間

報告ては、頭部域および後頭部域による＂誘導能の差”ということで一応すませたが、どうもイ

モリに屈服したようで内心おだやかてなかった。結局、移植片より常に尾万向の組廠（イン頭域

も含めて）が形成されるので、苦しまぎれに＂尾化能’'とつけた。後年、教授と共著で出た時に

は、 CaUda.lizat1on effect とうまく名づけられ・ていた。

私は、 Ok教授から卒論のテーマをもらった以外に、ほとんど毎日 3時ごろにはじまる砂瑾な

しのストレート紅茶を飲みながらの雑談から、多くのものを得た。たいてい教授が話し手て、他

は聞き手であった。教授は、英独仏と 7年間も渡り歩いてきており、その裏話をよく聞かされた。

博識が関西弁てしゃぺられ、また英仏語の違者なこともよくわかった。大学院の某氏は、 ＂教授

とわれわれとの差は、語学の差ではないかナ’'と言ったのが印象的であった。ここて.f尋た大きな

もの、今でも心にありながら満足にできなかったことは、 ＂思いつき＂を大切（こすることであっ

た。研究の発展はそれが出発点となり、それからの進行は諭理に従っでいけばよい。その思いつ

きは、突然のこともあるし、てなければ、考えに考えぬくことだ。今ては当然のことと思ってい

るが、数多い雑談の中から体内にしみ込んだものは、単なる概念とは違っている、教授から令今・'

強制を受けたことはながった。大変らい落で大らかな性格の教授だと思っていたが、先輩からは

そうでもない、敗しいところのある事も聞いた。後年それを、私はいやという程痛感することに

なる。いずれ述べることにしよう。

卒業式の日は来たが卒業したという実感はなく、式には出なかった。今の生活に別れを告げ

る気にはなれなかった。 Os君は当然大学院へ進み、邸君は立命館大学へ就職し、 In君は大学

院生という身分がいやになって、もっと自由な身分で第2講湮に残ることを望み、それが通って
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無給副手になった。Hm君は無事東大医学部に合格した。私は、今の生活は捨．て難く続けていきた

かったが、血氏のことを考えると、果して研究者としての資格があるのかどうか、疑問に思えて

きた。また、 ＂思いつき＇’ ‘の人になれるとは自信の持ちょうすらなかった。こうしてまた、私だ

けが例外の人になりかけていたのである。

百万遍の裏にある Hm．君の下宿へ行くと、ちょうど転居するための荷作りをしていた。その

張り切った元気な顔を見ると、急にさびしく空虚な気持になり、何となく彼がうらやましくなっ

た。出君の下宿を出ると、足はいつもの進々堂へ向いた。独りでコーヒーを飲んていると、先姥

の Tk氏が入ってきた。プラナリアの話になると彼は、結論として、いまプラナリアを使ってやJ

ができるだろうか、と懐疑的な意見を述ぺた。彼の好意はよく理解てきたのだが、プラナリアて

は大したことは出来まいと言われると、逆に、私の気持は大学院へ入ってとにかくプラナリアを

やる方向に向いてしまった。 Tk氏はすてに亡くなられたが、私は彼に反感を持ったわけてはな

い。今ても尊敬している 1人てある。彼といろいろ話しているうちに、下等無せきつい動物に共

通なl'=t不的体制に典昧を持っようになった。チャイルドの生理的こう配よりも、もっと具体的な概

念はないものか、などと考えるようになった。．彼からいろいろ、発生の憬構を説明してもらって

いるうちに、そんなことを考えたのだが、余りに大それたことであるのに気がついて、彼の好意

にお礼を言って別れた。この後私の大学院入りが決まり、プラナリアの採集を続行することにな

った。

大学院の入学式はあったのかなかったのか、いずれにしても出席した記憶はない。無給副手

になった In君は、大垣か虹出てくる回数が次第に減ってきた。いつも教室にいる Os君とは、

しばしば構内にある理学部植物園で雑談した。彼の大学院の受業科は免除になった。それて私も

一応教授（こ話してみると、．国家に有用な研究に対して免除されるとのことである。プラナリアて

は鉄砲弾を撃つこともよけることもてきるわけはない、とあきらめた。ところが何日かたって免

除の通知がきたのである。どんな理由て免除になったのか、お礼に行ったとき、言われもしなか

ったし聞きもしなかった。 Sg氏はこの時大阪府立大手前高女に就職した。また、 OK教授の、

＂カオリン（無機物質）による第 2次神経組様の誘導’'なる論文が出たのもこのころてある。こ

れて＼誘導物質は特定の単一物質では表わせないようになってしまった。

このころ、東大から血氏がきて、第3講座のわれわれの部屋て実験するようになった e 東

京にはイモリが少なかったためらしい。後に、 ＂形態形成のポテンシャル論’'として、形態形成

を量的に説明しようとするチャイルドと似た概念を、ィモリ月不について彼は提出したが、..::.のと

きの実験がもとになっている。このあと、やはり東大から Hm氏もきて、あのころは東大グルー

プと京大の第3疇座グループの交流が盛んてあった。後年、この両氏は名大へ行き、 Y.m氏はさ

らにアメリカヘ渡って、現在でも在外生活てある。 珈氏も停年になった。そのころの人々は、

広島大、東京教育大などへ出ていったが、すぺてすてに｛亭年をむかえている。これらの人達はい
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ゎばイモリ族であり、私との関係は遠いといってよい。

しかし、ここで東大の両氏やこちら（京都）の人違、とくに前記の Tk氏のおかげて接する

ことができ、私に説明し難い影響を与えた、東京教育大学の 0出教授に登場していただくことに

する。といって私は、教授と 1対 1で話をしたことはなく単に2~3度、 Tk氏その他2、3の

人達と同席で諾を聞いただけなのだから、こんなことを言うと、地下であの0元を少しゆがめた

ニヒルの思われる表「青で、苦笑されるに違いない。

教授は、イモリ序不の脚の分化について、 Tk氏と同じ方向の研究をされていたから、私にす

ればいわゆるイモリ族てあった。ところが、話を聞いているうちに、スケールの違ったイモリ族

て•あることがわかってきた。博識で語学に減法強いことはわが OK 教授と同様だが、 0四教授か

ら直接感じとれたことは、そのカプトガニの研究からもわかるように、発生棧漬を菜統発生的に

とらえようとする思考てあった。

ここで少し話題をかえよう。大学院生は、初年度には出稼ぎ（アルパイト）はできなかった

が、次年度になると少しはてきるようになる。智恩院の境内（こ、普通の中等学校より 2年おくれ

て入学する専門学校の一種である、足さんの養成学校があった。ここて私は生物と化学の講義を

することになった。生徒はすべて寮9：：入り、厳しい仏教の戒律を守らされ、肉食は禁止で、その

上生物の講義は植物だけに制限されるという、徹底したものであった。この学校の中へ｛谷風を吹

き込むのが、物理・数学の先生と私の 2人である。植物だけというから、植物の観察という名の

下（こ、生徒を智恩院の裏山沿いに東山の先まて・連れ出したりした。お昼には大学へ渇らねばなら

ぬので、授業はいつも第 1限目からだったが、少し早く行くと朝の勤業をやっている。それが終

ると仏菓が出た。当時、そろそろ物資、特に砧遼が不足しはじめたころなので、甘いものの好き

な私には、これこそ＂仏の慈悲＂であった。

ある秋日和 、りの、気持の良い朝であった。今日は植物観察ということで、また生徒を校外に

連れ出した。生徒達は、たまには西の方へ行きたい、という。ついその気になって、ヨシとばか

り智恩院の表通り、つまり市電の東山線へ出た。そして、金閣寺へ行こうというので、東山通り

を）＼坂神社前の停留所の方へ歩き始めた。ふと気がつくと、通行人の眼がみんなこちらへ向けら

れている。墨染の法衣を着て、頭に1まちょうどトルコ人がかぶるような帽子というか頭布という

か、皆それをかむった尺僧が 10数人、行列をつくって歩く風景は、いくらお寺に；！貫れている京

都でも、異様に見えたらしい。その足僧の行列の前を背広姿の若い男が歩いて行くのは、もっと

奇妙に見えるに違いない、と思ったとたん、私の歩調は早くなった。生徒達は驚いて、私の跡を

小走りで離れないように追いかけてきた。それから、どうして電車に乗ったか、果して金閣寺ま

て行ったのか、憑りはどうしたのか、今にして全然記憶がない。無我夢中というのはこういうこ

となのだろう。
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.-r）平．；：の正しい芦．雰；ま、．尼哀字・穴というで亡．寺のあ I這・・となるにぱヽ ＿．のヰ｛・文を牛：哀すi'..9 

妾があるので、・サ｀いぶん年とった人も入字してくる。逹函・・('きないから、後継 ・ー者｛よ常に噸女てあ

る。いつだったか、新入生の中に私の故郷のピ寺の養女がいて、少し話しているうちに私の身元

がばれてしまった。こうしてiムのことが郷里の町に知れわたり、医者の息子が京都で、已・;?,-」の先

生をしているそうナ、その次の代には棺角屋をしたらよい、をうわさされたそうてある。

・プラナリアの追加実験はほとんと終り、それをまとめながウベは何処へ向かおうか、教・j受と

相嵌しようど思っていた矢先、 況：教授の烹大伝出か・らが出たc→)・年1年は兼・1ぞて＇来年か…っ専 ・；．：：

になる、とのことであった。これを聞かせでくれたのは Tk助手てある。助手！が別として、講座

に残っている人のうち、 Nk氏は学位綸文もほとんどできていたのでゆう然としていた。 As氏

はすでに京都市内の女学校へ出ることが決まっていたし、 Mk氏は新潟医大（現新潟大学医学部）

の解剖学教室へ出てしまっていた。 KW氏と私だけが中途半端であった。 2人て勧・植物学教室の

屋上に上り、暗然として大文字山を見ながら、前途を誇り合った。

教授から直接聞いたわけてはないが、寮京へは助手1人と大学院生1人を連れて行ってもよ

いと、教授は考えているそうだ。 Kw氏は、断然京都に残って捨文を書く、と決心したe えムには

詮文の目安などなかった C Tk助手は、若し東京行の話があっても断わるつもりだった。東京行

の大学院生 1人が若し私だったとしても、これまで東大の）迂竪と話した経験がないわけてはなか

ったので、私の行く処てはなさそうだと思った。

まあ、来年は何とかなるだろう。でも、結局また例外におかれて出発せねばならないの1ころ

うか。

大文字山を背にして、遠く西山に陽の落ちるのをながめながら、こんなに孤独を味ったのは ・

始めてであった。

（つづく）
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く書評＞

「津軽共和国憲法」 設楽順著 あすなろ舎 1 9 8 5年 420円

この本に出てくるたとえ話を一つ、日本語に訳して紹介しましよう。

「たとえばここにあるこの薬、 ｀＇高血圧を冶す（こはこれがいいでしよう’'と言う医者と、 ＂その

薬ぱ危険だ’'という医者がいたら、だれもそんな薬は飲まないてしよう。もう一つ例えて言うと、

ガンにかかって、もうすぐ死んてしまうと思っている人だったら、＂この薬 1よガンに利く’'と言う

医者と、 ＂さっばり利かないどころか死期を早めるよ’'と言う医者がいたとしたら、そのガン患

者は運を天にまかせてその薬を飲むかも知れません。」

本州の北の端に、末期症状のガン患者がいる。名前は「むつ小川原開発株式会社」、ガンは、

どんどん増えるイ昔金、 13 0 01意。死ねば、出資した青森県や銀行の金はコゲつき、中枢の首が

飛ぶのは間違いない。一度手に入れた権力は、命にかけても離さないという例は、大小取り混せ

て至る所にありますからおそらく、この文を読んでい、るあなたの身近にもあるでしよう。＜日本

生物学会の会長など、どうかねーー会長＞ 大学の教授がその権力をふりまわすだけて、金茶

話大学のどこだかが無茶苦茶になっているくらいだから、はるかに強大な権力を持った北村知事

が振り回したらどうなるか、それはエライ事です。県議会だって、権力を持って甘い汁を吸って

いる、同じ穴のムジナの集団、最早だれも阻止てきません。その結果、 「核燃料（核のゴミ）サ

イクル基地」という、他のだれも飲まないとんてもない薬を飲む事が決まったのです。原子力船

「むつ」も、近くで臨終の床についているというのに。

六ヶ所村！む~晨業と牧蓄と漁業から成り立つ、少なくとも旅行者の目に！まのどかな所てす。

しかし「核のゴミサイクル基地」は、平常運転時でさえ、原発320個分の放射性物質をまき散

らす。そしてこの牧歌的な風景（こ、放射性物質が降り積り、やがて村の人にガンや遺伝病が増え

る。そうなれば、そこて穫れた殻物や牛乳や魚なんて、↑これも食べないに決まっている。その上、

起きないハズなのに起きるのが単改。それによる被害はあまりにも重大だ。しかし東京までは放

射能も届かないから、どおってことないか。あー、ウダデ、ウダデ。

こんな緒果をもたらす、巨大な化物f核のゴミサイクル基地」にかみ付こうt.:している人遠

がいる。その人達は「津軽共和国」を建設し、 「津軽共和国憲法」を公布した。この国の国民は、

小王で酸っばい紅玉を好み、津軽塗りと津軽の風土を愛するジョッパリ達である。だから彼らは、

だれが何と言おうと、 「ウダデものはウダデ」と言う。

この憲法は当然ながら、津軽語で書かれている。筆者は、日本国民でありながら外国語の津

軽語を理解できる希少な人間てあるから良いが、一般の已本人は「津軽語小辞典」を利用するの

が艮いだろう。小学校から大学まて勉強しても身に付かない英語に比べれば、はるかに易しい外
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国語である事は保障する。

核燃はウダデくてマネだ。

（カ ラ ポ ネヤ ミJ

----- ----- ------------7 
Iくく生物学誇大事典＞＞
l めいよきょうじゅ（名誉教授） ！ 

I 

！ 

大学において、特別に功績のあった教授、もしくは、何の功績もなくても長年の間教

授の地位を保ち続けた教授が、退官後その大学から授けられる称号。その功績とは、

ノーベル賞をもらったとか、慢動隊を導入して学生を弾圧したとか、大学の名声を高

めた行為を指す。もっとも、こういう人は少なく、たいていの名誉教授は、単に長ら

く教授職にあっただけの人である。ただし、わずかでも ＂良心”がおれば、悩むこと

なく教授て在り続けることは難しく・、たしかに称賛に値する行為である。一方、助教

授もしくは助手のまま停年に至ることも、少々違った意味ではあるが非常に困難な事

業であり、名誉助教授、名誉助手の称号にふさわしいと考えられるが、現在のところ

,3
 

そういう制度はつくられていない。文部省の怠慢であろう。
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ふめいよきょうじゅ

大 事 ・典 ＞ ＞ 

（不名誉教授）

→ 不名誉教授

在職中、教授にあるまじき行為を行なった教授に、退官後与えられる称号。その行為

かわいそうに息子の受験は認められず、 1年浪人した 一、ある試験て、 1~5番

を優、 6~10番を良、 11~1 5番を優、 16~2 0番を良とつけ、次の試験て1:

教授でありながら学生にちょっと追及されるとたちまち自己批判文書を書いたり、そ

れが不充分だとして学生から突っ返されると、 「試験のとき、君たちにも＂書き賃'’

をやったてはないか。ワシにも＂書き賃” くれよ」などと、教授の誇りを全く捨て去

ったようなことを言ったりするのも、充分不名誉教授の資格がある。ただし、これを

！ 制度化している大学はなく、金沢大学理学部に1例存在するのみである。
し`＇’＇ 999 9999 ● - ... --------

ヽ
夏
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◎◎◎縄集者への手紙◎◎◎

（その 1) 遅ればせながら新年のお慶び申し上げます。本年も会費を入金致しましたので、

宣しくお願いします。

さて、遅ればせついでに、もう一つ甲し上げておかねばなりません。昨秋 (9月ごろであっ

たと思います）、ものかげから使いふるしの真魚板が一枚出て来まして、上司のXXXとも相談

した上で、 「日本生物学会中国支部」の看板を出すことにしました。

大きさも丁度よいし、なにより真魚板ならば会長とも無緑ではないからく今はカエルやって

るから無縁や一ー会長＞、とぶら下げてみたところ、クギが抜けて一度は地面へ墜落しました

ものの、その後下げ直してからは、サル共が軒へ上がる際の足場に使っても落ちることなく、寒

風（こゆらゆらとゆすられながらもぶら下がり続けております。そのような次第で、日本生物学会

中国支部が芽出度く、ここ広島の地に誕生した旨、報告しておきます。現在のところ、支部長x

xx、支部事務局長00の2名で支部の運営を行っており、支部会則等は今後考えることにして

おりますのて、いずれまた出来ました折り報告させていただきます。

看板を出してからの反響は、 「すごいなあ」という声が最も多く、たしかに日本主物学会の

支部の看板などはそう何処にてもあるというものではなく、ある意味では「すごい」のかもしれ

ませんが、若干の誤解が存在するようてもあります。先日などは、 「あれ、日本生物学会・・・・・・

あったかなそんなの・・・・」と悩む御任もあり、 「いや、.-..•あったな、あったあった。こないだ

東京で大会があった奴、あれだったな」などと、自らに言いきかせておられる姿は、なかなか見

ものでありました。

先ずは御報告まで。 敬白。 1 9・ 8 5 • 1 • 7 

日本生物学会長 奥野良之助慮 ヨ本生物学会 中国支部事務局長 00 

前略 日本生物学会の今年度会費をまだ払っておりませんのてお送りします。

活！ょかわりますが、先日、中国人（たぶん広島市と友好都市の緑祖をした四川省の面々だと

思いますが）の一団が宮島へやってきた折りに、 ＂日本生物学会中国支部’'の看板を子旨して、案

内してきた役人に、何改中国支部がここにあるのかと詰問していました。役人いわく、 ＂この中

国はあなたの国の中国と lむ違うのだ’'とわかったようなわからないような説明をしたあと、 ＂中

国とはこの地方のことだ”とつけ加えていました。ひょっとしたら国際問題に発展するかもしれ

ないと、ひそかに期待しているのですがく変なこと期待するなー一会長＞．しかし、せいぜい

会社から＂まぎらわしいきたない看板を！ょずせ’'といってくるのがおち・てしよう。

日本生物学会 中国支部支部長 XXX  
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（その 2) なんにも理由はないけれど、 「日本生物学会」なるものへの奢欠i秀1ま断わろうと

思う。動物学会や植物学会よりは面白そうだが、誘われるままにすぐ入会してしまうのは、なん

となくシャクではないか。しいて言えば、それが謝絶の動機てある。

---- -̀ 0 -・ - - -`―•一・一

会誌 をバラパラとめくってみる。各々の捨文が何の一貫・i生もないままに並んていて、それて

いて後から考えると一定の傾向があったりして。そして、それに気づいてニャリとする。 一一

プキミだ。一種の決感が走る。会誌を．貸して項いてか；っ今日まで相当に応しく (B・，f-日まで臼山（こ

いた。iムi1標高1・ooor1以上も大好き）、まだほとんど読んでないから、 以上の懐な感想くら

いしか言けない。 「非会員が会詰を長く持っているとクタリがあるから、早 く返すか、早く会樋

になれ」という一方的洞：島（オコトバ）により、会誌はとりあえず返す。しかし、もう一度じっ

くり読みたいのて、あらためて貸して項ければ幸いである。

..：：：彼はし含りに、あたかも私が入会を薦めたかの女じく各いているが、入っただ！t-r罰途の望みが

全くなくなるこんな恐しい会1こ、会長たる払が入会を飲銹するわけはないてはないか。当会会員

はすべて、私の切なる入会咀止．勧告をしりぞけて無理に優入した者て＇ある一一、会長＞

（その 3) とんでもない学会に入ってしまったと後海しています。学会誌が届いたちょう

どその日、財布の中をのそいてみますと、 10 0円玉が1改と 10円よ．1円玉が3~4枚づつさ

みしそうに入っておりまして、この上10 0円王か9肖えてしまったら 10円、 1円たちがどんな

（こ悲しむだろう （それ以上に私の生活はどうなるだろう）かと思い、ここはかわいい 10円、 1

円のため会費をふみたおし、こんな学会からすぐさま脱退しようと、決心しておりましたが、幸か

不幸か 2日前、パイド代3万5千円が入りまして、 10円、 1円ー同喜んておりましたが、累積

する債務がドンと立ちふさがり、聖徳太子お 1人＜古いね＞i;t昨日すてにお亡くなりになられ、

お2人目も危ないという現在、どうするべきか迷っておりましたが、 「洋々たる前途」 （それに

しては、 4回生だというのに単位がほとんどないが）まで投げ打って学会を続けて行こうとこの

度決心し、会員としての初めての義務を果すべく、 200円、耳をそろえて払いたいと思います。

よろしく。 ＜たった200円のことてゴタクを並べるな。ても脱退しなかったのはよき選択て”

あった。大きな声て・は言えんが、当会には秘密規定がいくつかあって、その 1つに、送会費 10 

万円、というのがある。一生かかっても払えんやろ＿＿．．会長＞

（その4) 日本生物学会誌、 1号から 20号まてうけとりました。学校で小包をといて、

ニタニタとながめていたら、めずらしがって 2、3人の人たちが集まってきた。設立趣意書を見

て、事務のお姉さまと、定職なきものだと自称する某教員が、会員になりたいというのでよろし

く。といっても、 2人は会費を送るかどうか？ く一向に送ってこないよーー会長＞

◎ 以上、いずれも無断転軟。今後も続けたいと思いますので、本部あてお手紙下さい。
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？ ？頃集局への手紙？ ？ 

お元気てすか。私が卒業して金沢を雌れてから、早いものでもうすぐ 3年になります。なつ

かしい生態第 1研究室に集う人達にお変りばありませんか。＜変った変った。どうしようもない

変り万や一ー会長＞ うわさによると、近ごろはけっこう学生たちが出入りしてにぎやかにな

つでいるそうですね。私のいたころは、あの部屋に入るのにずいぶん勇気を要したものです。お

かげで労せずして縫菓局長におさまりましたが、填棠部員が 1人もいなくて苦労しました。＜何

にもしでなかったやないか＞ 今では第2鳩集局長や補佐まであるそうですが、それてもポスト

が足りないのではないですか。＜現在、第3編集局を計画中＞

あの部屋で毎日のようにコーヒーをよばれながら、会長はじめ多くの一風変った先生や卒菜

生の方たちと出合えたのぱとても幸運てした。その時受けた影響は、今、教育公務員であるネムに

とって、決定的（致命的？）なものだったような気がします。なかでも、会長から、生物学科内

の対立や矛盾を実例にして解釈してもらった、毛沢東「実践論・矛盾證」セミ！ょ、とても役に立

っています。学校内の対立や矛盾が実によくわかるからです。しかし、あのころからの日和見主

義ぱ今だにぬけきらず、なかなか認識が実践へと発展しません。 （一方、 2人の向僚ぱ反対1こ雷

険主義に走り、 1人は学校をやめ、 1人は 1年で1也校へとばされました。）あのとき、 F さんの実

践騎演習を受けておけばよかったと海んでいます。

Fさんといえば、あのさり気なく皮肉のこもった言い方でいつもやりくこめられていたのを思

い出します。正直に言って、とても恐い存在て．＇した。＜会長はやさしい存在だったけどね。＞そ

の恐い人と一度だけ論争（こなったことがありました。マルクスの「存在が意識を決定する」に対

して、私が意識が存在を決めるのてはないかと言ったためです。この問題はあれ以来ずっと心の

中に尾をひいているらしく、l::::.マな会議の最中に、この人間は私の説にあてはまるとか思ったり

しながらニャニャしています。今のところ校長をはじめ、私の説に不利な例が圧倒的ですが。し

かし、私は持前の観念的傾向をますます強めていますので、そのようないやしい現実には少しも

ひるみません。存在に対する意識の・1憂位注を1言じています。

ところて、大学の移転が決まっているそうですが、そうなると生物学会本部はどうなるので

しょうか。あのホ冷式クーラーや、会長がとこかからもらってきて自ら運んだというソファー

（途中、路上でそれにすわって休んだという）や、学会誌の原稿を打つタイプなどの落ちつく先

はあるのてしようか。まだ先の話かも知れませんが、とても心配です。＜その時になれば、また

何とかなるてしよう＞ 今思えば、あそこは 1つの解放区だったような気がします。そのような

場がなくなった時、大学には本当に何一つ残るものがなくなってしまうような。＜まだ F さん

が残ってるよ＞

それではまた。
元填集局長

768 



（（縄集局 S だより））

＜第 1編集局より＞

（会長と第1編集局長の会話）

1局長：ずいぷんごぶさたしてますが、皆さん元気てすか。会誌がいつまでたっても出ないので

どうしたのかと思って c

会 長：君がそんなひと事みたいなこと、言ってもらっては困る。会誌の漏集は君の資任やない

か。

1局長：そんなこといったって、 1葵は不在局長だし、そのために第2繕集局をつくったんてしよ

う。 2局長にやらせたらいいてすよ。

会 長：その 2局長がなあ、このところ勝手な懃きを始めて、学会の秩序が乱れてきたんや。

1局長：会長でも秩序が舌しれたら固るんですか。

会長：オレはもともと秩序派や。知らなんだんか。

1屁長：寡分（こして知りませんでしたね。それで、 2局長が何をやったんですか。

局 長：会長に無断て何人も編集局員を任命しとる。

1局長：それくらいええんやないですか。繍巣局が充実して。

会 長：君まてそんなこと言うたらいかんc 当会は会長独裁制やから、人事権はすぺて会長にあ

るんや。局長といえども勝手に任命することは許さん。

1局長：支部長だったら「自称すれば直ちに発効する」んですから、任命されなくてもいいんて

すね。おまけに「支部の管理運営は支部長の独裁とし、本部は一切関知しない」。

局 長：それはそうや。会則にあるもんな。

1局長：そんなら、第2編集局を績集局支部にしたらどうてすか。独裁制にもふれず、 2局長も

勝手なことができますよ。

会 長：あまり変な知恵をつけるな、余計に混乱するではないか。君も社会に出たら、手練手管

を覚えてきたな。

1局長：在学中の教育が良かったものてすから。ても、 2局長は沢山局員を任命して、何をやら

かそうというのですかね。

朋 長：よくはわからんが、会長室を占拠して、コーヒーーを自由に飲もうというのマ‘はないか。

1局長：そんなことなら、昔からそうやったやないですか。

局 長：それもそうやな。ああ、そうや。局員に 1人づつ絹集後記を書かせて、会誌の品格を落

とそうという陰謀がある。すでに下品な後記がいくつか来てる。

1局長：我が学会誌が上品だったとば気が付きませんてしたが、上品ってどういうことてすか。

会 長：上品いうたらなあ、思想注があるということや。
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1局長：今度iよ思想性の意味がわからなくなった。....これ以上聞いたら忍るやろうしなあ・・・・

会長：何かいうたか。

1局長：いや、別に。ところて、績集後記いうたら＂投稿’'ですかねえ。投稿だったら「無審査・

無修正iで戟せんならんですよ。・

会 長：ええとこに気がついたな。そうや、投稿と見なさなければ審査してもええんや。

1局長：績集後記だけレフエリーするんてすか。けったいな学会誌やなあo

会 長：審査！ま面倒やから、勝手1こ修正することにしよう。

1局長：そんな無茶な。

会長：上品に修正するんやからええやないか。

1局長：勝手に思想性を持たすんですか。

会 長：そういうことになるな。そうなると、ちょっと困ったね。｛也人の思想性をつくってやる

わけにもいかんしなあ。そうか、もっと下品に書き換えたらええわけや。

＜第2編集局員（こ告ぐ。用心せんと、会長に魂までとり換えられるぞ！―-第 1編集局長＞

＜第2編集局だより＞

（パー,.. 1) 文責：第 2縫集局長

第 2編集局が3人になりました。局長と，補佐1、補佐2にするかとか、補佐の 1人を会長

補佐にしてはどうかとか、いろいろ意見は出たのですが、会長補佐案は残念ながら会長に拒否さ

れてしまいました。 （会長暗殺計画失敗！ ？） 結局、局長の独断て、補佐1よだれか女性が編集

局へ入ってくるまて空けておくことにしました。＜その補佐とは、会長補佐か2局長補佐か、ど

っちゃ？ 返事のしようによっては、富家さんに言いつけるぞ。 2局長の思想！性はうちの教授と

ー諸や言うて一ー会長＞

（パート 2) 文責：某平局員

今日、昼ごろ久しぶりに大学へ来て涜生室（こ顔を出した所、かの第2頃集局長が、 「オイ、

オヌシ、原稿てきたか？」などといきなり言う。なるほど、確かに私は、第2繍集局に名を連ね

ていた。というような記憶もある。しかし、自慢ではないが、湯集活動なんてもの（こ手を染めた

こと！ょ、一度たりともない。少々焦って聞きただしてみると、碍集後記を原稿用紙 1枚分、ある

いはそれ以下てもよいから書けとの事てあった。まあその程度なら、すぐにも書ける。現（こ、す

でに 200字ほどは書いてしまったではないか。

それにしても、前もって正式に言い渡してくれておけばいいものを。急に言われたって、何

しろ私ぱ記しい。大学院入試の前は勉強に明け暮れ、今はバイトに明け暮れる日々である。＜河

のためにバイトしてるか知ってますか？ 新しいバイクを買うためてすよーー 2局灸＞ （こ

の行動の急変に対し、だましたの何のと、あちこちから非難の声も上っている様だが）
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ともあれ、もうしばらく、おそらく来春ごろ！こなれば、少しオムの生活も落ち着く予定てある。

＜来春：から修土の研究が始まるんやで。忘れてるん と ちゃうか—- 2局長。 ほんとや、 ＇忘れ

てた一一本人＞ その、ころには、時間と労力をかけて、呵かやらせていただくことにしよう。

(Z Il) 

＜要約すると、次はがん1まるから、次号（こ期待してくれ、という ことかな一-- 2局長。そんな

もん、期待できるか一ー会長。 ウン、会長の言う方が当ってる一―`• 本． 9人．`7： 9

（パート 3) 文責：補佐（ B)

ある日、日本生物学会第 2編集局長（こ、今度の日本生物学会誌（こ纏集後記 をかいてくれとた

のまれた。そこで引き受けてしまったのだが、そもそも縫集ということをしていないのて、当然

今度の会誌の内容を知らない。まあ、この編集後記ができないと次号が印刷て^ きないとのことな

のて、がんばって書いてみることにする。＜どうもありがとう一ー会長＞

そもそも私が絹集にかかわっているらしいということになったのは、この日本生物学会に入

会するときに、第2絹集局長に対して、 「おれ、局長補佐をやろうかな」と 0をすぺらせたのが

原因である。本人はそんな ことすっかり忘れていたのだが、 2周長に「おい、今度の繕業後記を

薔いてくれ。 1ページていいから」と言われて、はたと、おれ（よそういえば局長補佐であったと

思い出した。

私は、こういった多くの人に読まれる雑誌（何人読むのかな）に書いたことはない。したが

って、私は今非常に困惑している。しかし、今になって日本生物学会第2績集局長に辞退を申し

込んだら、後がこわい。まあ今度の号には、いい編集後記は書（ナそうにない。急のことだし、脅

迫されて書くのだから。そのかわり、これから冬になり、野外に出ることもなくなり、暇がてき

る上に、ペナントレースも終ってトラキチの会長からいじめられることもないだろうから、＜ま

だ桑田問題が残ってるぞ、このいじけ巨人ファンめ一ー会長＞ 日本生物学会第2繍集局の方

の仕事を少しはやろうと思っている。そうすれば、績集後記らしい編集後記が書けるようになる

だろう。

ては皆様、次号を期待していて下さい。

＜綱集後記らしい編集後記を書くためには、集まった原稿を読まねばならぬ。それには、原稿を

タイプするのが一番よい。次号を期待しよう一ー会長。 そんなの、ないてすよー一本人＞

（パート 4) 

局長 1人であった第2編集局も今や3人となり、本部常住編集局として立派に（＇｝）復能て .. 

きるようになった。予傭軍がいま 2人いて、もうすぐ 5人になりそうな状況もある。次号を出す

まてには 10人くらいにふくれ上るやも知れぬ。だいたい、こちらの学生の冬はひまだから、ひ

ま人が 10人も集まって・・・・・・
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2局長；そうなったら、ぼくとしても何が起こるかわかりませんしね。日本生物学会本部占拠な

んて簡単にやれそうやし、とりあえず独裁会長団交てもやりますかo

会 長：本部占拠なんか毎日やってるやないか。団交もしょっ中かけられてるしな。

2局長：ほんまの団交いうたら、もっと怖いもんですよ。今のは、会長（こ我々が団交されてるみ

たいなものてす。

会長 ：団交というのは団体交渉の略で、大勢が 1人をつるし上げることを言う。 1人が大勢を

つるし上げても団交とは言わない。

2局長：それならそろそろ、日本生物学会第 1回大会でも準備しますか。

会 長：そりゃいいね。会長あいさつくらい、してもいいよ。でも、会長あいさつのあと、↑これ

もしゃべらなんだら、かっこうがつかんで。君らでやるんならともかく。

2局長：不名誉会員やら東大・京大の学生やら、スゴイ会員がいっばいいますから、しゃぺる人

が多すぎて困るんやないですか。

会 長：甘い甘い。大体こんな学会にはいる奴は、たいてい向上心を失なって、世間を横目て見

てるのが多いから、だれかがしゃべったらケチでもつけたろか、くらいしか考えとらん。自

分からしゃべってケチつけてもらおうという、まともな奴はまずおらんて。

2局長：そんなもんですかねえ。まあ、原稿書く人も少ないですね。

会長：君らも、占拠や団交や大会やと、つまらんこと言うてないて、原稿のひとつも集めてき

たらどうや3 それこそ編集局員のつとめやないか。

2局長：そやか虹烏業後記2つも書いたやないですか。 2人とも同じ事書いたの（こ（よびっくりし

ましたけど。

会 長：あれは、君が第2編集局で恐怖政治をしいているという証拠やな。独裁ぱ我が学会のシ

ンボルやけど、君｛こはまだ独裁者の資格がないということや。

2局長：独裁者にも資格があるんてすか。

会 長：あるある。権力的に醤迫して従わせるというのは、独裁者として下の下や。何にもせん

でもみんなが勝手についてくるというのが、上の上の独裁者や。

2局長：みんなついできてるんてすかねえ。

会 長：半分くらい，＇ょちゃんと会費払ってるやないか。

2局畏：それが不思蝦なんですよねえ。こんな学会に金を払う人がいるというのが。やっぱり浣

いんですよ。会長が、たとえ何にもせんでも。

会 長：そんなことあるか。

2局長：だって、会長が、 ＂あいつは好い奴や。わしと同じ考えや’'と賞めたら、就職がつぶれ

るそうやないてすか。

会 長：そりゃそうやなあ。次に書く本に、 「2局長の協力なくしでは、この本はできなかった

て•あろう’'と、謝辞を書くことにしようか。
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くく真正編集後記＞＞

◎ 前号で、 「次号は不名誉会員特集号にする」と宣言したが、その時すで（こきていた 1つ以外

待てど暮せど原稿は来なかった。教授にまでなりながら当学会に入れてもらっているのだから、

こんな時くらい少しは書けばいいものを、やはり教授を不名誉会員にしたのは正解てあったと確

信した。

◎ その代わり、不名誉教投から投稿があった。この人は、当学会不名誉会員第 1号だったのだ

が、イ亭年退職したあくる日に、 「ワシは今日から職なし会員ゃ」と言って 10 0円置いていった

人である。

◎ 次号は、 10 0円会員特集号にしたい。 ＂近ごろの若いモンは、文章を書かなさ過ぎる。よ

う書かんのとちゃうか’'という、年寄り共の評伺が固まりつつある。ても、手ムは決してそうは思

わない。若者は、書く内容も豊富に持ち、それを表現するすぐれた文章力も持っている。ただ、

書く気がないだけだ、と私は信じる。したがって、書く気さえ起こせば、たちどころに原稿はて

きる、はずである。 （だれも書かなければワシが独占する、と会長が言ってます一ー第2纏集

局長）

◎ 海老人空耳氏の“読もうとすれば人をつかれさせるし、読んだとしても役に立たない＂

エルトン、渋谷訳「動物の生態学」 2ページ）力作論文のあとに、 ＂ガン作会長•取締役談話'’

なる、人を惑わせるような会話がつけられているが、これは、当会会長ならびに編集局と、緑も

ゆかりもない全くのデッチ上げである。＜編集局だよりの中の会話は本当ですか？ー 2局員。

あれは正真正銘のホンマや一ー会長。ちょっと信じられんなあ―-2局員＞

◎ では、皆さん、ょいお年を。

、（会長）
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